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　地底の森ミュージアム（仙台市富沢遺跡保存館）は，2ສ年前の旧石器時代のたき火跡と森林跡を発掘した

ままの状態で保存・公開し，当時の景観を「ණ河期の森」として野外に復元している施設です。平成8年に開

館し，これまでに95ສ人を超える方々にご利用いただきました。また，࢞ຓ館である仙台市縄文の森広場は，

縄文時代の集落跡が発見された山田上ノ台遺跡を保存・活用する目的で，平成18年に開館し，これまでの体

験学習活動を含めた利用者は40ສ人を超えました。

　地底の森ミュージアムでは平成31年度・令和元年度の事業として，旧石器時代の常設展示のほか，特別企

画展「センダイ　遺跡の記憶」など年4回の企画展，「ණ河期の森」の維持管理をはじめとして，ミュージアム

の特性を体感できる各種の講座や体験学習，季節ごとのイベント，仙台市縄文の森広場と連携して市内小・

中学校を対象とした利用学習，職場体験，博物館実務実習などを開催しました。また，当館の特色でもある

市民文化財研究員やボランティア育成などの事業，自主事業「親子でつくろう古代ถ」・「ミュージアム・シア

ター『ङ人ొ場⽏』」などを実施しました。さらに，ボランティア会と共催し，地域住民との交流を図る「地

底の森フェスタ2019」を開催したほか，大学生のサポーターや市内高校生の活動協力を得ながら，館活動の

展開を図っています。

　仙台市縄文の森広場では，児童生徒やご家族連れが土器や勾玉づくりなどの多࠼な体験活動に取り組んだ

ほか，縄文文化に関する各種教室・講座など，市民参加による様々な事業を実施することができました。߃

例となった季節ごとの縄文まつりでも，歴史的なۭ間の中で，地域の小・中学生や市民とともに楽しく有意

義な交流を行うことができました。また，自主事業である「縄文のまつり復元と創造プロジェクト『縄文人

の記憶の宴』」や「ドキ土器チョコレイト」・「土器を食べちゃえ！～土器片形クッキー “ ドッキー ” をつくろ

う～」などを実施しました。

　地底の森ミュージアムと仙台市縄文の森広場は，テーマミュージアムとしての専門性を深めるのみならず，

運営懇談会を開催するなどして市民ニーズに対応した新たな取り組みを行い，「人間と環境」を考えるランド

マークとなるような事業展開を目指します。また，先人の知恵に学ぶという観点から，両館が相互に補完し

合う施設としてさらに連携，協力を図りながら，歴史を継ঝするための事業を進めてまいります。

　今後も，歴史的資ݯとしてのみならず，豊かな地域資ݯとしての可能性を開発していくためにも，両館の

事業展開に多方面のօ様方のӹ々のご支援とご協力をࣀりますようおئい申し上げます。

　　　　令和2年10月

仙台市教育委員会
　教育長　　佐々木　　洋

（公財）仙台市市民文化事業団
仙台市富沢遺跡保存館
仙台市縄文の森広場
　館　長　　身　崎　　ঘ
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1ɽ  本書は，公ӹ財団法人仙台市市民文化事業団が仙台市より指定を受け，平成31年度・令和元年度に実施
した仙台市富沢遺跡保存館指定管理業務（仙台市縄文の森広場を含む）の各事業などに係る実施報告と，
令和2年度事業計画である。

2ɽ 本書の編集は地底の森ミュージアムの平௩人，仙台市縄文の森広場の山߶ٱが行った。
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地底の森ミュージアム・仙台市縄文の森広場

�ɽࢪઃの֓ཁ
地底の森ミュージアム 仙台市縄文の森広場

։ç館ç 1996年（平成8年）11月2日 2006年（平成18年）7月15日

ઃஔ場ॴ 〒982-0012 仙台市太白区長町南࢛ஸ目3-1 〒982-0815 仙台市太白区山田上ノ台町10-1

ෑ地໘ੵ 14,263ᶷ 27,350.94ᶷ

Ԇচ໘ੵ 2,743ᶷ 1,211.78ᶷ

ߏஙݐ 地下1階 地上1階 మ骨మےコンクリート మےコンクリート造一部2階建

ಛɹɹ 　建物は，コンクリートଧ์しのପ円形をしている。
周囲の壁は地下の遺跡の保存と公開のために，建物
基ૅを兼ねたްさ80cm の連続地中壁であり，それ
を地下20m まで築いて地下水をःஅする構造であ
る。
　建物内部については，地下の遺跡展示室は柱のな
い広がりをもった大ۭ間となっており，中地下も含
めて，床にはアスファルトブロックが敷かれ，照明
をえて清ᨰなง囲気にしている。対照的に1階は
床を൘張りとし，自然ޫを取り入れた明るいۭ間と
なっている。中でも，来館者にとっては最後のۭ間
となる展望ラウンジは૭を大きくとり，そこからは
野外展示のණ河期の森がோめられるようになってい
る。

　野外には，復元した竪穴住居3棟を中心にその他
の遺構を表示し，環境とともに集落を再現した縄文
ムラゾーンと，ະ調査区でイベントや発掘体験など
を行う広場ゾーンがある。
　その北側の一角に出土資料などを展示し，各種体
験活動ができるガイダンス施設を付設している。

�ɽ৫・ӡӦ
　両館の管理・運営は，仙台市より平成29年度から令和3年度までの5ケ年間の指定管理者に指定された公ӹ財団法人仙
台市市民文化事業団が行っている。令和2年4月1日時点の職員置は下記のとおりである。

　なお，地底の森ミュージアムは受付・案内業務，常றܯ備業務，清業務を，仙台市縄文の森広場は清および復元住居
の火ขき業務を民間に委ୗしている。

主　　事（学芸担当）

嘱託職員（学芸担当）

嘱託職員（学芸担当）

嘱託職員（事務担当）

臨時職員（学芸担当）

臨時職員（事務担当）

館長

学芸室長

主　　事（学芸担当）

主　　事（学芸担当）

嘱託職員（学芸担当）

嘱託職員（学芸担当）

臨時職員（学芸担当）

臨時職員（学芸担当）

所　　長

地底の森ミュージアム 仙台市縄文の森広場
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地底の森ミュージアム 仙台市縄文の森広場

����年
ত��年

地造成にともなう山田上ノ台遺跡の発掘調査で，
縄文時代中期末を主とする竪穴住居跡などの多数の
遺構が発見され，集落構造の全体がわかる遺跡の重
要性から保存をܾ定する。
遺跡の活用を図るための「（仮称）原始古代ଜ構」
の検討がスタートする。

����年
ত��年

地下మ建設にともなう試掘調査で富沢遺跡が発見さ
れる。

����年
ত��年

旧石器時代資料の充実を図るために第2次調査を実
施する。

����年
ত��年

富沢遺跡第30次発掘調査において2ສ年前の人類
の生活跡と森林跡が発見され，仙台市は遺跡の重要
性にؑみ，小学校の建設地を変更し保存と活用をܾ
அ。

����年
ฏݩ年

保存科学・地࣭学・遺跡整備・都市工学・動物生態学など各քの学識者からなる基本構策定委員会を設置
し，富沢遺跡と山田上ノ台遺跡をともに活用する方針で「仙台市旧石器の森・原始古代ଜの整備および仙台
市考古ܥ総合博物館基本構報告書」を策定。

����年
ฏ�年

「基本構」において検討課であった遺跡の保存ॲ
理工法について「富沢遺跡保存技術調査報告書」（仙
台市考古ܥ総合博物館基本計画）を策定。

����年
ฏ�年 「（仮称）原始古代ଜ・旧石器の森整備基本計画」を策定。

����年
ฏ�年

富沢遺跡保存館の建築基本設計，展示基本設計，富
沢遺跡保存ॲ理方式開発の業務委ୗ，ණ河期の森広
場整備基本設計を行った。

����年
ฏ�年

富沢遺跡保存館の建築・展示実施設計，ණ河期の森
広場整備実施設計，遺構保存ॲ理システム策定業務
委ୗを行った。

����年
ฏ�年 富沢遺跡保存館の建設工事に着工。

����年
ฏ�年

ਖ਼式名称が「仙台市富沢遺跡保存館」，Ѫ称が市民公
募をもとに「地底の森ミュージアム」とܾ定。

����年
ฏ�年

4月1日より富沢遺跡保存館の管理・運営は仙台市
より委ୗされた（財）仙台市歴史文化事業団があた
ることとなり，その組織ができた。建築工事および
展示工事が3月に完了。また，遺構保存ॲ理作業は
8月，「ණ河期の森」の造成工事は8月，植栽工事は
10月に完了。11月2日に開館する。

����年
ฏ�年 5月18日　天ߖߖ両ต下ご来館。

����年
ฏ��年 3月7日　入館者10ສ人ୡ成。

����年
ฏ��年 4月15日　入館者20ສ人ୡ成。 山田上ノ台遺跡の活用整備のために「縄文の森広場

基本計画策定委員会」が設置される。

����年
ฏ��年 8月24日　入館者30ສ人ୡ成。 第3次発掘調査により後期旧石器時代の石器が多数

発見される。
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����年
ฏ��年

4月1日　管理・運営する（財）仙台市歴史文化事業
団が（財）仙台市市民文化事業団に౷合されたこと
により，事業団が指定管理者となる。

「仙台市縄文の森広場」の建設工事が始まる。

����年
ฏ��年 5月19日　入館者40ສ人ୡ成。

����年
ฏ��年 「仙台市縄文の森広場」が完成。7月15日に開館する。

����年
ฏ��年 9月11日　入館者50ສ人ୡ成。 7月15日　開館1周年記೦イベント開催（記೦植樹

や演奏会などで祝う）。

����年
ฏ��年 5月4日　入館者10ສ人ୡ成。

����年
ฏ��年 6月12日　入館者60ສ人ୡ成。

����年
ฏ��年

3月11日　東日本大ࡂにより休館。

6月14日　再開。 4月12日　再開。

����年
ฏ��年

4月1日　管理・運営する（財）仙台市市民文化事業団が公ӹ法人となる。

8月7日　入館者20ສ人ୡ成。

����年
ฏ��年 9月14日　入館者70ສ人ୡ成。

����年
ฏ��年 11月3日　入館者30ສ人ୡ成。

����年
ฏ��年 6月12日　入館者80ສ人ୡ成。

����年
ฏ��年

2月18日・19日　地底の森ミュージアム 開館20周年・仙台市縄文の森広場 開館10周年を記೦して，シ
ンポジウムを開催。

����年
ฏ��年 9月22日　入館者90ສ人ୡ成。

����年
ฏ��年 4月30日　入館者40ສ人ୡ成。

����年
ྩ�年 4月11日～ 5月17日　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため臨時休館

地底の森ミュージアム　キャラクター
富沢ത࢜

仙台市縄文の森広場　キャラクター
ϋφͪΌΜ
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֤ࣨ໘ੵද
	 （ᶷ）
 Լ ɾԼలࣔ （ࣨৗઃలࣔ1）

ɾΤϯτϥϯεϗʔϧ
ɾΤϯτϥϯείʔτ（野֎）
ɾτΠϨ
ɾݿ
ɾػցࣨ
ɾＥ̫γϟϑτ
ɾͦのଞ

916
113
�6
9
15
185
6
14

 Լ
த  Լ

ɾεϩʔϓ
ɾ֊ஈ

124
31

த  Լ ɾలϩϏʔ
ɾＥ̫γϟϑτ
ɾͦのଞ

�4
6
59

1 ֊ ɾ1֊లࣔࣨ
ɾاըలࣔࣨ
ɾలϥϯδ
ɾݚमࣨ
ɾ事ࣨɾֶܳࣨ
ɾऩଂݿ
ɾՙղࣨ
ɾࣗൢػεϖʔε
ɾϘϥϯςΟΞࣨ
ɾ࿓Լ
ɾ֊ஈϗʔϧ
ɾτΠϨ
ɾΤϯτϥϯε
ɾकӴࣨ
ɾػցࣨ
ɾＥ̫γϟϑτ
ɾͦのଞ

311
8�
1�0
�8
99
58
1�
6
�
28
81
45
�
6
40
6
18

ϐοτ֊
（21ᶷ） 21

ܭ 2�43ᶷ

ʦ地底の森ミュージアムʧ

地下展示室

外観

1階展示室

ණ河期の森（春）

展望ロビー

吹　 抜

0 50m

氷 河 期 の 森 芝 生 広 場

入口

地底の森
ミュージアム

エントランス
コート

エントランス
ホール

地 下 展 示 室
( 常 設 展 示 １ )

地 下 展 示 室
( 常 設 展 示 １ )

機 械 室

１階展示室
(常設展示２)
１階展示室

(常設展示２)

企画展示室企画展示室

展望ラウンジ展望ラウンジ

研修室研修室

機械室機械室

収蔵庫収蔵庫事務室兼学芸員室事務室・学芸員室

ボランティア控室
守衛室守衛室

のみもの
自 販 機
のみもの
自 販 機

ロビー出口出口

発電機置場

全　体　図

地下平面図

1階平面図

中地下平面図
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展望ロビー

吹　 抜

0 50m

氷 河 期 の 森 芝 生 広 場

入口

地底の森
ミュージアム

エントランス
コート

エントランス
ホール

地 下 展 示 室
( 常 設 展 示 １ )

地 下 展 示 室
( 常 設 展 示 １ )

機 械 室

１階展示室
(常設展示２)
１階展示室

(常設展示２)

企画展示室企画展示室

展望ラウンジ展望ラウンジ

研修室研修室

機械室機械室

収蔵庫収蔵庫事務室兼学芸員室事務室・学芸員室

ボランティア控室
守衛室守衛室

のみもの
自 販 機
のみもの
自 販 機

ロビー出口出口

発電機置場

全　体　図

地下平面図

1階平面図

中地下平面図
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ʦ仙台市縄文の森広場ʧ

縄文ムラゾーンとガイダンス施設

展示室

体験活動室

エントランスホール

展望休憩室
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֤ࣨ໘ੵද
	 （ᶷ）
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�ɽඋのతͱجຊํ
地底の森ミュージアム

ઃஔのझࢫ・
త

　仙台市では富沢遺跡第30次調査の貴重な成果から調査対象地区を保存するとともに，積極的に
公開・活用していくこととし，樹木やたき火跡を大地から切りさずそのままの࢟で保存ॲ理をし
て展示・公開する「富沢遺跡保存館」と，発見された樹木などをもとに旧石器時代の植生を復元す
る「ණ河期の森」を一体的に整備したŇ
　仙台市富沢遺跡保存館は，この保存された富沢遺跡の活用をとおして，主に旧石器時代の歴史や
文化の理解を深めることをねらいとしている。

・ຊతੑ֨ج
ຊํج

①富沢遺跡保存館は，ੈ ք的にも貴重な富沢遺跡の歴史的Ձを人類共通の遺࢈として保存しな
がら，積極的に公開・活用し，市民がތれる施設とする。
②富沢遺跡保存館は，旧石器時代を中心としたテーマミュージアムである。ここでは発掘された2
ສ年前の樹木やたき火跡を現地で保存ॲ理して公開するとともに，発見された遺物などをとおし
て当時の環境と人類の活動を生き生きとよみがえらせ，それをੈք的な視野の中に位置付ける活
動を行っていく。
③富沢遺跡保存館の野外展示である「ණ河期の森」では，富沢遺跡の調査から明したණ河期の植
生を再現し，自然の༔ٱなるҒ大さが臨場感豊かにわるよう展示するとともに，市֗地の中のオ
アシスとして市民に憩いの場を提供する。
④富沢遺跡保存館は，来訪者に富沢遺跡がもつ歴史的な魅力をダイナミックにえるとともに，学
校教育活動とのີۓな連携を図りながら，生֔学習の視点から市民の発展的な創造力のᔻ養を積
極的に支援する施設とする。

ऩଂࢿྉ 　当館の建設された経Ңから，富沢遺跡から出土した仙台市教育委員会が所蔵する資料のうち，常
設展示に関する資料及び旧石器時代に関する資料を借用し保管している。特に，富沢遺跡出土の
に収ೲするなど，資料の日常的な管理作業をඞݿ果や葉などの植物化石，シカのフンは大型ྫྷ蔵ٿ
要とする。

ʲৗઃలࣔؔࢿྉʳ
①人工遺物
　○富沢遺跡第30次調査27層出土石器　111点（,63 ～ ,167c）
　○富沢遺跡第30次調査27層出土チップ　137点
　○富沢遺跡第30次調査25層など出土チップ　81点
　○富沢遺跡第8次調査出土縄文土器　1点（A-1）
　○富沢遺跡第30次調査出土石1　点（,-30）
　○富沢遺跡第30次調査出土生土器　1点（#-5）
　○富沢遺跡第30次調査出土石Ṱஸ　1点（,-25）
　○富沢遺跡第30次調査出土ਢ恵器ᆀ　1点（E-6）
②自然遺物
　○富沢遺跡第30次調査27層検出化物　1箱（テンバコ32）
③模型・ണ製
　○人類಄骨模型　9点
　○シカണ製（成्，༮्）　3体
④富沢遺跡発掘調査関連資料・写真資料・文献
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ʲ保ࢿྉʳ
①富沢遺跡出土遺物
　○富沢遺跡第30次調査25 ～ 27層出土植物化石　2,091点
　○富沢遺跡第30次調査25層出土フン　21ブロック
　○富沢遺跡第58次調査21 ～ 41層出土植物化石　398点
　○富沢遺跡第63次調査21 ～ 25b 層出土植物化石　52点
　○富沢遺跡第66次調査33 ～ 35層出土植物化石　25点
　○富沢遺跡第68次調査24・26層出土植物化石　20点
　○富沢遺跡第88次調査9 ～ 13層出土植物化石　2,663点
　○富沢遺跡第88次調査9 ～ 11層出土フン　42ブロック
　○富沢遺跡第90次調査25 ～ 27層出土植物化石　1,525点
　○富沢遺跡第90次調査25層出土フン　20ブロック
②近隣遺跡出土遺物（仙台市指定有形文化財）
　○春日社古出土ֵ६　1点
　○春日社古出土మໃ　1点
　○春日社古出土మ᭲　1ଋ（15本）
③寄ଃ図書
　○博物館及び教育委員会 など
入図書ߪ④
　○ 定期ߪಡ図書：月刊文化財発掘出土情報・月刊考古学ジャーナル・月刊文化財・考古学雑ࢽ・

旧石器考古学 など
　○一般図書：旧石器時代・考古学・人類学・植物学などの関連図書 など
⑤イラスト及び൛画　制作：細野修一
　○特別企画展関係　54点
　○その他常設展示関係など　4点
⑥その他
　○ೋ階ಊ྄氏寄ଃ：石佁1点や文献・写真など計24点（平成9年4月17日受）
　○ 高橋࣏氏寄ଃ：日本国内及びニュージーランドの土器約50点，石器約330点など計約400

点（平成14年8月19日受）
　○ೋ階ಊ྄氏寄ଃ秋保ిమض立駅関連図面写し計4点（平成21年5月28日受）
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仙台市縄文の森広場

ઃஔのझࢫ・
త

　遺跡の整備は，地域社会あるいは都市ۭ間のなかで，具体的な活用の࢟を示し，社会的・文化的
役割を担うことを目的とし，縄文ムラの復元によって，都市の歴史的എ景の一を共有できるۭ間
と，体験活動を通して人と自然との関わりを知ることにより，創造的な市民の意識がはぐくまれる
ۭ間を創り出す。

・ຊతੑ֨ج
ຊํج

ʲඋのجຊํʳ
①遺跡の保存整備：遺跡の保存状態を良好に維持し，後ੈにえる。
②縄文ムラの復元整備：縄文時代中期末葉を復元対象の時期として東地区に竪穴住居を数棟作り，
継続的な発掘調査の成果を活かしながら，西地区を含めてその変ભをうように建てସえを行っ
てムラの変化を示す。また，環境復元は現状の植生を考ྀして行う。
③市民の憩いの場としての整備：縄文人の生活した場所であることが体感できる市民の憩いの場
としての整備を行う。
④体験活動の場としての整備：ガイダンス施設や体験活動を行う場を整備する。
⑤発掘調査の場としての整備：山田上ノ台遺跡のະ調査地区を主な対象とした計画的な発掘調査
を継続して行い，その成果を基に整備を行う。

ʲ׆ಈのجຊํʳ
①体験活動：山田上ノ台遺跡の調査成果及び保存整備の意義を導入として，縄文人の生活と技術を
テーマとする体験活動を展開する。体験活動は継続的な発掘調査と生活と技術の復元調査の成果
をもとに充実していく。
②発掘調査：体験活動を兼ねた発掘調査を行い，山田上ノ台遺跡の全体像を明らかにする。
③情報の発信・受信・交流：体験活動の情報や縄文時代を中心とする発掘情報を広く市民に提供す
る。
④講座・教室の開催：体験活動に関する内容を主とし，縄文時代の生活などを紹介する講座や新し
い体験メニューを実践する教室を開催する。
⑤学校・生֔学習施設との連携：学校との連携によって，小中学校などを対象とした体験学習を授
業で積極的に行う。また，地底の森ミュージアムや市民センターなどの生֔学習施設と連携した
活動を行う。
⑥教職員対象講座の開催：小中学校の教職員を対象に，社会科，歴史，総合学習などの授業に関す
る支援と学習の場を提供する。
⑦ボランティアの育成と支援：ボランティアの育成を行い，多様なボランティア活動を支援する。
ᶊ地域住民との連携：山田地区の市民を対象に，山田上ノ台遺跡の重要性を理解し，活用してもら
うためのさまざまな活動を行う。
ᶋ資料収集・保管：調査・研究に関わる文献や資料の収集・整理と，遺跡出土遺物の保管を行う。

ऩଂࢿྉ 　当館は建設の経Ңから，仙台市教育委員会で所蔵する山田上ノ台遺跡に関する常設展示資料，及
びその他の出土資料を借用し，保管している。

ʲৗઃలࣔؔࢿྉʳ
①人工遺物
　○山田上ノ台遺跡出土縄文時代の資料　土器40点・石器141点・土製品7点
　○山田上ノ台遺跡出土旧石器時代の資料　石器11点
②山田上ノ台遺跡発掘調査関連資料・写真資料・文献
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ʲ保ࢿྉʳ
①山田上ノ台遺跡出土遺物
　○ 山田上ノ台遺跡第1次調査　旧石器時代の資料（テンバコ32）3箱・ొ録縄文土器344点・円

൫型土製品1059点・土器ഁ片99点・石᭲270点・石62点・石ਲ਼79点・ฟ状石器38点・そ
の他石器9467点・石 （֩テンバコ32）2箱・凹石393点・石器（テンバコ32）6箱・ຏ製石器
688点・焼（テンバコ32）6箱・石14ࡼ点・ἷ平石（テンバコ32）5箱・ଧ製石佁5点・ຏ製
石佁40点・石製円൫11点・石12点・石3点・石1点・石1点・㧎状ࣖ飾1点・ొ録土
師器63点・土師器ഁ片（テンバコ32）2箱・ొ録ਢ恵器13点・ਢ恵器ഁ片（テンバコ32）2箱・
ಃ࣓器72点・ఝ68点・鏡1点・金ଐ製品16点・木製品2点・ุ石1基・石ൾ1基・人骨（テン
バコ32）5箱・ະ整理（テンバコ32）1箱・土サンプル（テンバコ32）1箱

　○山田上ノ台遺跡第2次調査　旧石器時代の資料（テンバコ16）1箱
　○ 山田上ノ台遺跡第3次調査　石器（テンバコ32）2箱・接合資料26点・石器（テンバコ32）6

箱・縄文土器（テンバコ32）1箱・化物（テンバコ32）1箱・土サンプル（テンバコ32）12
箱

　○山田上ノ台遺跡第4次調査　ະ整理遺物（テンバコ32）5箱
②縄文関連遺跡出土遺物
　○下ノ内浦遺跡　遺物40点・パネル2ຕ
　○ҏ古田遺跡　遺物47点・パネル1ຕ
　○上野遺跡　遺物13点
　○Ԧノஃ遺跡　遺物4点
　○下ノ内遺跡　遺物2点・パネル2ຕ
　○山口遺跡　遺物2点
　○反田遺跡　遺物2点・パネル1ຕ
　○大野田遺跡　遺物20点　パネル2ຕ
　○北前遺跡・高柳遺跡・ࡾਆ็遺跡・屋敷遺跡　各1点
③寄ଃ図書
　○博物館及び教育委員会 など
入図書ߪ④
　○ 定期ߪಡ図書：月刊考古学ジャーナル・月刊文化財・博物館研究 など
　○一般図書：縄文時代・考古学・博物館学 など
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ʦ地底の森ミュージアムʧ

�ɽฏ��年・ྩ ݩ年ۀࣄ報ࠂ

（1）展示事業
ᶃɹৗઃలࣔ
ⅰ）展示の構成
　来館者は，最ॳに地下の「常設展示1」で，発掘された2
ສ年前の森の跡と人類の生活跡を見学する。次に発掘調査
の成果を「常設展示2」を通して理解し，さらに企画展を開
催している場合はこれを見学する。そして，最後に保存館
より外に出て，復元された旧石器時代の森の中をࢄ策しな
がら楽しめるように構成されている。 なお，館内の展示
サインは日本ޠ・ӳޠ・中国ޠ・韓国ޠの4 ヶ国ޠ表記と
している。

ⅱ）展示の方法とねらい
　現地保存型の遺跡博物館施設としての特徴を生かし，常
設展示1で最ॳに2ສ年前の遺跡そのものを見ることから
始まる展示構成は，来館者におおむね好評である。団体の
見学も多く，展示説明を希望される場合は，職員及びボラ
ンティアが館内の説明を行いながら一ॹにまわっている。
野外展示は，環境学習の場として活用が広がるとともに，
鳥類や両生類，ࠛ 類が来訪および生ଉする地域の地と
して機能している。

○常設展示1（地下展示室）
・展示：900ᶷのପ円形の大ۭ間に広がる「本物」の遺跡
と，壁面に広く映し出される湿地林の風景やঢ降式スク
リーンでの復元映画の์映などによる演出により，富沢の
環境と旧石器人の活動のようすをえている。

・保存公開：地下の展示室では，Թ湿度の設定の調整，
地下水位についてはഉ水ポンプの調整によって，保存・公
開に適した状態を維持することにめた。室内は湿度
70％以上を保つようにしているが，外気の湿度の影響を受
けることもあったため，平成10年に地下展示室への出入
口4ヶ所に൶（自動൶2ヶ所を含む）を設置する工事を行い，
湿度の҆定を図った。保存ॲ理及び管理については，（ג）
C�1 研究所に委ୗし，仙台市教育委員会と当館のࡾ者で
ଧ合せを行いながら進めた。その際，東北大学工学研究科
ෟଐ超臨ք༹ഔ工学研究センターのழވ氏，東北芸術工
科大学芸術学部文化財保存修復学科のถଜԝ氏の指導・
助言を得た。

○常設展示2（1階展示室）
・展示：展示の構成は，ॱ に a. ණ河期へのいざない，b. 
富沢での人類の活動をテーマとする展示，c. 富沢の自然
環境をテーマとする展示，d. 復元画と立体映像による展
示となっている。b・c での「富沢博士」がṖ解きをしなが
ら調査でわかったことを説明していく展示方法や，全体を
とおして映像や模型，グラフィックパネルなど，視֮的な
面を重視した展示は，大人から子どもまで楽しめる内容と
なっていて，小・中学生の学習活動に利用されるなど，好
感をもたれている。特に，3% の立体映像とジオラマ模型
を組み合わせた展示は子どもたちに人気が高い。

○野外展示
・植生：仙台周辺には自生していない植物が多いことか
ら，仙台市教育委員会と当館がଧ合せを行いながら，植生
の維持と管理にめている。その際には東北大学名誉教授
のླ木ࡾஉ氏，東北大学植物園のխ೭氏らから助言・指
導をいただきながら進めている。また，植物の生態調査に
ついては，東北大学の委ୗ研究として実施している。

ᶄɹاըలࣔ
˕特別企画展
　第89回特別企画展「センダイ 遺跡の記憶」
○会期：7月19日（金）～ 9月23日（月・祝）
○開催日数：56日間
○入館者数：7,405人
○会場：企画展示室・研修室
○展示内容：仙台市内の遺跡でみつかった旧石器時代から
古代にかけての市指定文化財資料を中心に展示し，東北地
方や中部地方の遺跡出土品との類似性や࢈地などから当時
の交流と仙台の地が果たした機能や役割を紹介した。
○広報：市だより・ホームページ・各種広報ࢽなどによ

˔常設展示1
　（地下）

： 2ສ年前の森の跡とたき火跡を，発
掘したままの状態で展示

ˣ
　展示ロビー ：地下の森の跡をோ望できる
　（中地下） ˣ
˔常設展示2 ： 発掘調査でわかったことや出土遺物

を展示　（1階）
ˣ

� 企画展示 �
ˣ

　展望ラウンジ
　（1階）

： 復元されたණ河期の森をோめること
ができる

ˣ
˔ණ河期の森
　（野外）

： 2ສ年前の富沢の地形や植生を復元
展示
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りએを行った。また，ポスター（600ຕ）・チラシ（8,000
ຕ）を作成し，関係機関・各所に布した他，交通機関（地
下మ南北線）のイベントボード掲示も行った。
○展示構成：出土資料および写真・文字パネルによる展示
○刊行物：A4൛48ページの特別企画展図録を作成し，刊
行した。
○協力機関：八ށ市博物館，八ށ市南ڷ歴史民ଏ資料館，
岩手県，（公財）岩手県文化ৼ興事業団 ຒ蔵文化財セン
ター，Ԟभ市教育委員会，（一財）Ԟभ市文化ৼ興財団 Ԟ
भ市ຒ蔵文化財調査センター，洋野町教育委員会，秋田県
ຒ蔵文化財センター，秋田県立博物館，大崎八഼宮，東北
大学大学院文学研究科，東北大学総合学術博物館，東北大
学ෟଐ図書館，宮城県教育委員会，（公財）福島県文化ৼ興
財団　福島県文化財センター白河館，糸ڕ川市教育委員会，
長者ヶ原考古館，仙台市博物館，仙台市史編さん委員会，
仙台市教育委員会

○関連行事
・記೦講演会「文化財がޠる地域の魅力」
　日時：8月24日（土）　13：30 ～ 15：30

ポスター

　講師：近ߐढ़ल氏（文化庁）
　会場：仙台市太白区中ԝ市民センター大会議室
　参加者：67人
・ギャラリートーク
　日時：①7月28日（日）　13:30 ～ 14:30
　　　　②8月18日（日）　13:30 ～ 14:30
　講師：当館職員　　参加者：①18人，②15人

・体験コーナー「つくってみよう　きみだけのๅもの」
　特別企画展期間中の3日間実施した。
　日時：①8月4日（日）　13：00 ～ 15：00
　　　　②8月17日（土）　13：00 ～ 15：00
　　　　③9月 15日（日）　13：00 ～ 15：00
　参加者：①38人，②63人，③40人
　会場：展望ラウンジ

˕企画展
ⅰ）第88回企画展「仙台の遺跡めぐり　古代びとの道具箱」
○会期：4月19日（金）～ 6月16日（日）
○開催日数：50日間
○入館者数：9,000人
○会場：企画展示室
○展示内容：郡山ᦰ遺跡・郡山ഇࣉ・Ԟ国分ࣉ跡で仕
事をしていた役人がどのような道具を使い生活をしていた

展示風景

体験コーナー

記೦講演会
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のか，遺跡からみつかった土器・石製品・木製品などを中
心に，一般ॸ民の道具と比較して展示した。また，Ҫ遺
跡や矢本横穴ุ܈（東দ島市），原遺跡（岩প市）など県内の
最新の発掘調査成果もあわせて紹介した。
○展示構成：出土資料および写真・文字パネルによる展示
○ҹ物：ポスター（カラー）#2　650ຕ，チラシ（表面 
カラー・ཪ面1色）A4　8,000ຕ
○関連行事
・関連講座
　日時：5月25日（土）　13：30 ～ 15：00
　講師：及川ݠ作氏（仙台市教育委員会文化財課）
　会場：研修室　　参加者：86人
・ギャラリートーク
　日時：4月21日（日）　14：00 ～ 15：00
　講師：当館職員　　参加者：15人

・関連イベント「木؆ストラップをつくろう」
　日時：6月9日（日）　13：00 ～ 15：00
　会場：研修室　　参加者：34人

ⅱ）第90回企画展「土器の “ ヒミツ ”」
○会期：10月25日（金）～ 12月15日（日）
○開催日数：44日間
○入館者数：5,051人
○会場：企画展示室
○展示内容：仙台市内の遺跡から見つかっている縄文土器
や生土器を紹介し，土器に残る痕跡からどのように使わ
れたのか，どのようなことがわかるのかを，土器の「ヒミ
ツ」として紹介した。メガネで観察するコーナーや展示
パネルをめくるなど来館者に自発的に展示をみてもらうよ
うな取り組みを行った。関連イベントとして，「土器圧痕
レプリカ法」を体験するイベントを実施した。
○展示構成：出土資料および写真・文字パネルによる展示
○ҹ物：ポスター（カラー）#2　600ຕ，チラシ（表面
カラー・ཪ面1色）A4　7,000ຕ

ポスター

関連講座

ギャラリートーク

ポスター
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○関連行事
・関連講座：「土器にのこされた痕跡からみえるもの」
　日時：11月16日（土）　13：30 ～ 15：00
　講師：ेޒཛྷѪ氏（仙台市教育委員会文化財課）
　会場：研修室　　　参加者：28人
・ギャラリートーク
　日時：11月4日（月・休）　13：30 ～ 14：30
　講師：当館職員　　参加者：10人
・関連イベント「地底の森こどもラボ」
　日時：11月24日（日）　13:00 ～ 15:00
　講師：当館職員
　会場：展望ラウンジ　　　参加者：21人

ⅲ）第91回企画展「もりの風景2019」
○会期：1月15日（水）～ 3月15日（日）
○開催日数：50日間
○入館者数：3,747人
○会場：企画展示室
○展示内容：平成31年度・令和元年度に実施した体験教
室「親子でつくろう古代ถ」, 施設広報開発「探検ˑණ河期
の森」,「地底の森フェスタ2019」などの事業を紹介する他 ,
ボランティアの活動や活動に伴う制作物 , 市民がࡱ影した
野外展示「ණ河期の森」の植物や生き物の写真などを紹介

した。
○ҹ物：ポスター（カラー）A3　100ຕ

（2）普及啓発事業
ᶃɹֶڭߍҭͱの࿈ܞ
ⅰ）利用状況
　平成31年度・令和元年度の総入館者数における小・中学
生の割合は25� であり，その多くは学校利用が占めてい
る。仙台市内の学校の利用状況を見てみると，小学校は4
～ 6月にかけての利用学習が多く，中学校は4 ～ 10月の
校外学習（自主研修含む）が多い。

ⅱ）利用学習
　仙台市内の小・中学校と連携して授業を実践する事業で
ある。各校における博物館活用を，当館と縄文の森広場の
職員とボランティアが授業を行う形で実施している。平成
31年度・令和元年度の当館利用は小学校6年生で，総数21
校1,543人であった。展示見学と「石器づくり」，「石器を
使う体験」，「ණ河期の森探検」の3つの体験学習から選
する学習プログラムを実施した。

ⅲ）職場体験活動
　市内中学校からの職場体験活動の申し込みに基づき，平
成31年度・令和元年度は15校39人の中学生を受け入れた。
1回につき3～4日間2～10人程度を受け入れて実施した。
体験内容は，館内掲示物の作成，図書・アンケートの整理，
野外展示の८回などである。

関連講座

関連イベント

ポスター
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ⅳ）博物館学芸員課程実務実習
　県内の大学に通う学生，もしくは県外の大学に在੶する
宮城県内出身の学生を中心に希望者（最大定員12人）を受
け入れている。11月26日（火）～ 11月30日（土）の期間に，
ঘ឴学院大学2人，東北学院大学3人，宮城学院女子大学2
人，東北生活文化大学1人，関東学院大学1人，石巻専修大
学2人，計11人を対象に実施した。

ᾠ）教職員機関研修
　学校教育との連携を推進するため仙台市教育センターの
機関研修として，仙台市博物館・縄文の森広場と合同で行
い，2名を受入れた。

ᶄɹ֤छී׆ٴಈ
ⅰ）体験学習
　旧石器時代のテーマミュージアムとして，石器づくりを
主とした旧石器時代の生活技術について，体験を通して学
ぶ事業などを積極的に実施した。また，水田遺構が多数発
見されている富沢遺跡の特徴を紹介する体験教室「親子で
つくろう古代ถ」など，指定管理業務以外にも自主財ݯ事
業を実施した。

○たのしい地底の森教室
　来館者が気軽に参加しやすく，当館に親しみをもっても
らえるような体験や講座として，当日参加可能な内容を中
心に実施した。体験イベントや企画展の展示解説や関連イ
ベント，野外展示「ණ河期の森」に親しみをもってもらうイ
ベント，ボランティアの自主企画イベントなどを実施した。
事業例としては，手通訳付きで展示を解説した「やさし
い展示解説会」や，仙台市立仙台工業高等学校模型部との
連携企画を春と秋に各1回，仙台のੲをえる紙ࣳ居作り・
上演実行委員会による地底の森ミュージアムを材とした
紙ࣳ居の上演を2回実施した。新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策として，3月8日と22日のイベントは中止し
た。
　日時：毎月2回程度の土・日・祝
　　　　13：30 ～ 14：30（内容により15：00）
　場所： 地下展示室・研修室・企画展示室・展望ラウンジ・

野外展示「ණ河期の森」他
　対象：当日の入館者　　参加者：計874人

○地底の森フェスタ2019
　職員とボランティアスタッフが共同で運営するイベント
である。「石器づくり」・「やり投げ」・「火おこし」・「石器を
使ってみよう」・「編布服試着・小物づくり」・「地底の森ガ

地底の森フェスタ2019

紙ࣳ居

博物館学芸員課程実務実習

職場体験活動
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イドツアー」と，縄文の森広場の出張コーナー「火おこし」
の7つの体験コーナー，石ৠし料理・地底の森スープ・古
代ถおに͗りの「地底の森料理」試食コーナーを設けて実
施した。また，スタンプラリーも実施した。
　日時：10月14日（月・祝）　10：00 ～ 15：00
　会場：ࣳ生広場・地下展示室他
　対象：一般市民　　参加者：計753人

○体験コーナー「石器をつかってみよう」
　日時：日曜・祝日の13:00 ～ 15:00
　対象：当日の入館者
　内容： 実際に紙を切って，石器の切れ味を体験しても

らった。
　※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として，令和

2年3月1日以降は休止。

○体験教室「親子でつくろう古代ถ」
　事業団の自主事業。古代ถ（ࢵ黒ถ）の栽培・収֭をとお
して，業の歴史を実体験として感じてもらうことを目的
とした。さらに館隣接地での栽培により，地域住民などと
の交流を図ることで，当館が市民協働・連携など，地域活
性化のڌ点となることを目ඪとした。

　5月11日（土）
　　オリエンテーション・田植え　　参加者：45人
　6月8日（土）　　生土器づくり　　参加者：45人
　7月27日（土）
　　石Ṱஸづくり・かかしづくり　　参加者：39人
　9月21日（土）　　Ҵמり　　参加者：44人
　11月3日（日・祝）　　収֭祭　　参加者：53人

○古代ถのҴわらでਖ਼月飾りつくり
　栽培したҴわらを活用し，野外展示「ණ河期の森」の植物
を利用して，ਖ਼月飾りづくりを体験する事業を行い，古代
ถづくりの活動の紹介や古代ถの販売を促進した。
　日時：12月21日（土）・22日（日）　11：00 ～ 14：00
　会場：展望ラウンジ
　対象：当日の入館者　　参加者：計42人

○冬キラˑ森の響き
　事業団の自主事業。地域の方々が気楽に参加しやすい形
で，野外展示「ණ河期の森」の魅力に触れ，楽しみ，そのՁ
を理解し，保全への共感を目的として実施した。
　令和元年度は「森の響き」をテーマとし，森の響き合এ団

（仙台市立富沢中学校出身者と同校合এ団有ࢤ）と宮城県仙
台ࡩࡾ高等学校音楽部が，ด館後の地下展示室で演奏を
行った。また，地域との連携を深めていく場として，長町
ళ֗の1U#LIC. COFFEE＆#ARに委ୗし，カフェコー
ナーを用意した。
　日時：12月7日（土）・8日（日）
　　　　15：00 ～ 19：00（ライトアップは17：30 ～）
・たからさがしの森（ワークショップ）
　会場：研修室・ණ河期の森
　参加者：80人（7日）・70人（8日）
・冬キラˑカフェ
　会場：展望ラウンジ
　参加者：91人（7日）・140人（8日）

古代ถのҴわらでਖ਼月飾りつくり

収֭祭

田植え
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・冬キラˑコンサート「森の響き」
　会場：地下展示室
　参加者：71名（7日）・120名（8日）

○ミュージアム・シアター「ङ人ొ場」
　事業団の自主事業。演劇の手法を通じて当館の展示をよ
り理解してもらう「ミュージアム・シアター」として，劇団

「短ڑஉ道ミサイル」の劇団員が，旧石器時代のङ人にก
して館内外にొ場した。
　開催期間：7・8月（夏季），11 ～ 3月（冬季）
　ొ場回数：24回

〇施設広報開発「探検ˑණ河期の森～冬の森で動画をࡱっ
てみよう」
　事業団の自主事業。参加者が見つけた当館の魅力を動画
，影してもらい，その動画を館プロモーション映像としてࡱ
当館が管理する :ouTube・ホームページで公開している。
参加者の9作品のほか，職員がࡱ影した動画3本もあわせ
て公開した。
　日時：1月19日（日）
　　　　　①10：00 ～ 10：45　②10：45 ～ 11：30
　　　　　③11：30 ～ 12：15
　　　　2月2日（日）
　　　　　①10：00 ～ 10：45　②10：45 ～ 11：30
　　　　　③11：30 ～ 12：15
　会場：野外展示「ණ河期の森」・展望ラウンジ
　参加者：11人

○ 4MMA クロスイベント「きみも富沢博士！～みる・し
る・さわる　“ かせき ” のͻみつ～」
　4MMA（仙台・宮城ミュージアムアライアンス）のクロ
スイベントとして，当館・東北大学総合学術博物館・みち
のく博物楽団が協力して実施した。宮城県内から見つかっ
ている資料（ඪ本）の紹介と実際に触る体験を通して，化石
への興味関心を深めるイベントとして，小学3年生以上と

きみも富沢博士！

ङ人ొ場

ङ人ొ場

高校音楽部ࡩࡾ

森の響き合এ団
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その保護者を対象に，2日間実施した。
　日時：2月15日（土）・16日（日）　両日13:00 ～ 15:00
　会場：研修室・展示室
　参加者：（15日）4組9名・（16日）6組13名

ⅱ）各種講座
○考古学講座
　生֔学習事業の一環として , 一般を対象に，最新の研究
成果を取り上げる講座を2回実施した。
　第1回　11月23日（土）　13：30 ～ 15：00
　　演： 「つくって調べる　縄文布のੈք」
　　講師：尾関清子氏（東海学園女子短期大学　名誉教授）
　　会場：研修室　　参加者：32人

　第2回　1月25日（土）　13：30 ～ 15：30
　　演：「ۭから調べる　地形と遺跡の関係」
　　講師：原口強氏（大ࡕ市立大学　।教授）
　　会場：研修室　　参加者：67人

〇富沢ゼミ
　富沢遺跡と近隣に所在する遺跡を中心に，地域の歴史や
文化財を紹介する講座を実施した。
　第1回　12月13日（金）　15：00 ～ 16：30
　　演：「富沢さんΆ　泉崎あたり」

　　講師：ࡈ野༟氏（仙台市教育委員会文化財課）
　　会場：研修室　　参加者：46人
　第2回　2月7日（金）　15：00 ～ 16：30
　　演：「富沢さんΆ　中近ੈの富沢あたり」
　　講師：部弘美氏（仙台市教育委員会文化財課）
　　会場：研修室　　参加者：57人

ⅲ）市民文化財研究員
　応募者5人を対象に，遺跡や考古学に関する学習支援を
実施した。学芸員による講義や各種体験，遺跡見学会を行っ
たほか，自身が設定したテーマをもとにレポートを作成し，
その成果は当館ホームページにて公開している。

ⅳ）ボランティア活動
　ボランティアొ録者は，昨年度からの継続者 64人に，
新規4人を加えて68人であった。活動内容は，来館者へ
の展示解説を中心に，イベントの補助，講座の会場準備な
どである。1年間の解説活動の延べ実は1,026人，2,774
時間，イベント活動の延べ実は474人，1,462時間であっ
た。
　また，スキルアップを目的として，実技研修と見学会を
実施した。

館外研修のようす

富沢ゼミ第2回

第2回考古学講座

第1回考古学講座
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〇実技研修「石ৠし料理・土器焼き研修」
　日時：6月2日（日）　10：00 ～ 14:00
　講師：当館職員　　会場：ࣳ生広場　　参加者：28人

〇見学会「福島県南相馬市（南相馬市博物館，ࡩҪ古公
園），宮城県山元町（山元町歴史民ଏ資料館）」（縄文の森広
場と合同で実施）
　日時：11月17日（日）　8:00 ～ 17:00
　参加者：両館ボランティア28人

ᾠ）運営懇談会
　当館に隣接する町内会・小中学校・市民センターなどの
方々に参加を依頼し，館事業を紹介し，運営のあり方につ
いて意見交を行った。第1回は近隣町内会の方々に出席
いただき，当館の活動を紹介して理解と協力を得るための
会として実施した。意見やニーズを聴取し，館運営及び事
業に活かすことを目的に，地域との連携を模ࡧする場とし
た。第2回は，佐川ਖ਼හ東北学院大学教授を招き，常設展
示のリニューアルや今後の事業展開の方向性などについて
助言をいただいた。これらの成果は，今後の当館運営及び
事業に活かしていく。

　第1回運営懇談会
　　日時：8月22日（木）　15:30 ～ 16:45
　　会場：事務室ほか　　出席者：8人
　第2回運営懇談会
　　日時：3月26日（木）　10：00 ～ 11：40
　　会場：研修室　　出席者：13人

ᾡ）長町まちかど教室
　近隣の長町ళ֗が主催している事業に協力して行っ
た。ళ֗のళ主やスタッフが講師となり，専門ళのプロ
ならではの「ワβ」「コツ」「まめ知識」を無料で紹介する企
画である。当館は，「企画展　仙台の遺跡めぐり　古代び
との道具箱～展示品のウラ～」として行った。
　日時：5月24日（金）　17：00 ～ 18：00
　会場：企画展示室　　参加者：4名

ᾢ）地域学習「地底の森にいこう」
　ながまち学びネット推進委員会が主催する地域社会教育
事業に協力し，長町小学校・長町南小学校・ࣛ野小学校の
児童らが参加した事業。当館ならではの活動として，野外
展示を利用した学習や土器でのਬ൧体験を行ったほか，地
域住民が講師となり自然ૉ材を利用した民族楽器づくりと
演奏会などを行った。

地域学習「地底の森にいこう」

長町まちかど教室

見学会（南相馬市博物館）

ボランティア活動のようす
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　日時：9月28日（土）　14：00 ～ 18：00
　会場：ࣳ生広場・地下展示室　　参加者：29名

ᾢ）出前対応
〇ララガーデン夏休みイベント
　ララガーデン長町で毎年行われている夏休みイベント
に，仙台市立仙台工業高等学校模型部との連携企画として

「ණ河期の森のদぼっくりツリーを作ろう！」を出ళした。
　日時：8月6日（火）　13:00 ～ 15:00
　会場：ララガーデン長町3階キッズガーデン
　参加者：24名

〇富沢市民センターまつり
　富沢市民センターが主催する市民センターまつりに参加
し，体験イベント「とみざわ　いせきスタンプをつくろう」
を実施した。
　日時：10月6日（日）　13：30 ～ 15：00
　会場：富沢市民センター　　参加者：44名

ᾣ）国際交流
　東アジア考古学研究所より招聘を受け，大韓民国の京畿
道漣川郡全谷里で5月2日～ 6日に行われた「第27回漣川
旧石器祭」（教育博覧会・国際ワークショップ）に縄文の森
広場職員と共に参加した。参加は4回目となる。また，参
加の様子は館の Facebook にて紹介した。

（3）調査・研究事業
ᶃɹ遺跡ʹؔ͢Δ֤छੳௐࠪͱ遺跡保存
　保存公開している遺跡の現状をѲし，への対ॲな
どを検討するために，11月と3月に保存ॲ理検討会を開催
した。検討会には，ழވ氏（東北大学工学研究科ෟଐ超
臨ք༹ഔ工学研究センター），ถଜԝ氏（東北芸術工科大
学芸術学部文化財保存修復学科）を招き，遺跡の現状と今

後の方向性に関して指導を受けた。併せて，保存公開して
いる遺跡の現状を定ྔ的にѲすることを目的として，地
下水位のଌ定ならびに分析も実施した。また，学校法人東
北芸術工科大学と共同研究を行い，土表面の析出物及び
類等についての各種分析調査・保存科学的検討を行った。
その成果の一部は，東アジア文化遺࢈保存国際シンポジウ
ム（8月29 ～ 31日開催：韓国大ᬖ）において，「土࣭遺構
におけるԘ類析出と含水に関する研究－仙台市富沢遺跡
保存館を事例として－」としてポスター発表を行った。

ᶄɹڀݚ報ࠂのߦץ
　富沢遺跡保存館の調査研究活動の成果を発表し，これか
らの博物館運営に役立てることを目的として，『地底の森
ミュージアム・縄文の森広場研究報告2019』を刊行した。
当館職員が「富沢遺跡の自然科学分析・調査について（1）」

「ミュージアム・シアター「ङ人ొ場 ��」実施報告と今後の
課」とし，当館が保存・公開している遺跡の自然科学分
析と調査についてと自主事業「ङ人ొ場」についての実施
報告と課について報告したほか，縄文の森広場職員1名
の調査研究成果を掲ࡌした。

�ɽࢪઃཧ

（1）ఆྫ保क
　建物・設備の保守点検を毎月1回，通年で実施した。

物・ઃඋͳͲのमસݐ（2）
　野外展示ろա装置や業務用ற車場の洗い場の修સ等を
行った。また12月～3月には，昨年度にނোしたۭ調チラー
の改修工事を仙台市発のもとで行った。あわせて中ԝ
視൫の修સ等も行ったが，開館から23年を経աしۭ調関
連機器に不具合がස発しており，地下展示室のԹ湿度維持
管理が不҆定な状態となっている。

�ɽར༻ঢ়گ
　平成31年度・令和元年度の開館日数は295日，その間
の入館者数は34,122人であった。前年度入館者数（38,729
人）と比べ4,607人の減となっている。具体的には，7月，
9月，10月，12月が前年度比で70％台となっている。また，
新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け，3月の入館
者数は前年度比54.7％であった。
　近隣ళ֗主催の「長町まちかど教室」参加，業施設

富沢市民センターまつり
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ララガーデン長町の夏休み企画における仙台工業高等学校
模型部とのワークショップ協働，近隣町内会での講など
を積極的に行った。また，これまで利用のগなかった高校
との連携として昨年度に続き，宮城県仙台ࡩࡾ高等学校2
年生が，近隣地域をテーマにした「探ٻ学習」のために3回
来館し，当館について調べ学習を行った。地域に根ざし，

活性化にߩ献する館外活動や情報発信に取り組んだ。
　入館者の内訳を見ると，全体に占める有料入館者の割合
は47％であった。その8割近くが一般， 次いで小・中学生
となっており，これは例年の傾向と変わりなかった。なお，
平成8年11月2日の開館から令和2年3月31日までの総
入場者数は951,456人である。

݄ผೖ館ऀɹ（ฏ31年4月1日͔Β令和2年3月31日·Ͱ）

月
༗　　ྉ ແ　　ྉ

ਓ　ݸܭ߹ 団　ମ খܭ ໔　ݮ ແ　ྉ
ೖ館ऀ খܭҰൠ ੜߍߴ খɾதֶੜ Ұൠ ੜߍߴ খɾதֶੜ Ұൠ ੜߍߴ খɾதֶੜ
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�ɽೖ館ऀアϯέーτ
　常時所定の場所に設置し，毎日回収している。入館者か
らいただいた貴重な意見・提案については，その要望や意
見への回答と改善について検討を行い，『お٬様の声への
お答え』として展望ラウンジに設置した掲示൘にお知らせ
している。同時に要望や改善について，可能なものはਝ
に対応するようめている。
　平成31年度・令和元年度においても，当館のより望まし

い運営のあり方を探るためにアンケート調査を実施し，
206人の方から回答をいただいた。今後も継続してアン
ケート調査を行い，要望や意見を当館の運営に反映させて
いきたいと考えている。
※ どこでもパスポート：仙台都市ݍ広域行推進協議会発

行。入館の際に提示すると小・中学生は県内の社会教育
施設（一部を除く）を無料で利用できる。
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�ɽྩ�年ܭۀࣄը
　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として，令和2
年4月11日（土）～ 5月17日（日）が臨時休館となったため，
計画していた事業の内容及び日程等を変更した。また，5
月19日（火）の再開館以降の事業についても内容・日程等
を変更したものが多く，現時点での変更内容は【　】内に
示した。

（1）展示事業
ᶃɹৗઃలࣔ
ⅰ）常設展示1（地下展示室）
　　富沢遺跡の発掘調査面の展示
ⅱ）常設展示2（1階展示室）
　　出土資料をもとに調査成果を分かりқく解説した展示
ⅲ）野外展示「ණ河期の森」
　　2ສ年前の植生を復元した

ᶄɹاըలࣔ
˕特別企画展
　「発掘！むかしのみや͗めし」

　【規模をॖ小し，企画展に変更】
　会期：11月13日（金）～ 1月11日（祝・月）
　内容： 食べかす，骨や֪など食べられない部分，調理用

具，人骨などから，աڈの食べ物を解き明かす研
究が行われてきた。ੲの人々はどんな食材を，ど
のように食べてきたのか。仙台市内の遺跡から出
土した資料をもとに「みや͗めし」を紹介する。

〇関連行事
・記೦講演会「旧石器人と食事とӫ養」
　日時：12月12日（土）　13：30 ～ 15：00
　講師：山田しょう氏（ϋーϰァード大学　1h.%.）
　会場：研修室
・ギャラリートーク
　日時：11月21日（土）・1月9日（土）　13：30 ～ 14：30
　講師：当館職員
・関連イベント「マイṟづくり」
　日時：11月29日（日）・12月6日（日）
　　　　11：00 ～ 12：00
　講師：当館職員
　会場：研修室
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˕企画展
ⅰ）第92回企画展
　「仙台の遺跡めぐり　きみのまわりの旧石器」
　会期：4月24日（金）～ 7月19日（日）
　　　　【5月19日（火）より開催】
　内容： 市内の旧石器時代の遺跡を中心に，石器の見方や

当時の環境なども紹介する。
○関連行事
・関連講座「遺跡からわかる旧石器時代の仙台」
　日時：5月23日（土）　13：30 ～ 15：00
　　　　【7月11日（土）に変更】
　講師：木ଜ߃氏（仙台市教育委員会文化財課）
　会場：研修室
・ギャラリートーク
　日時：4月26日（日）　13：30 ～ 14：30
　　　　【6月28日（日）に変更】
　講師：当館職員　　会場：企画展示室
・体験教室「旧石器を知る！！」
　日時：5月17日（日）　10：00 ～ 12：30
　　　　【7月12日（日）に変更】
　講師：当館職員　　会場：ࣳ生広場ほか

ⅱ）第93回企画展「縄文あにまる ～つくる・つかう～」
　会期：8月4日（火）～ 10月18日（日）
　内容： 仙台市内および宮城県内の遺跡から出土している

縄文時代の動物形土製品と骨角器を主に展示す
る。「つくる」「つかう」2つの側面から，縄文時代
の動物について探る。

○関連行事
・関連講座「アートで “ 縄文あにまる ”」
　日時：9月5日（土）　13：30 ～ 15：00
　講師：根本༟子氏（ಃ芸家），Ҫ上࣏氏（美術൷評家）
　会場：研修室
・関連イベント「親子で知ろう！縄文あにまる」
　日時： 8月9日（日）・16日（日）・23日（日），9月22日（火・

祝）　各日10：00 ～ 11：00，13：30 ～ 14：30
　講師：当館職員　　会場：研修室ほか

ⅲ）第95回企画展「もりの風景2020」
　会期：2月2日（火）～ 3月14日（日）
　内容： 地底の森ミュージアムの一年間の展示や体験教室

などの活動のようすを紹介する。

（2）普及啓発事業
ᶃֶڭߍҭͱの࿈ܞ
ⅰ）利用学習（縄文の森広場と合同して実施）
　仙台市内の小学校5・6年生及び中学校1年生を主対象
とし，通年で当館の常設展示の見学・体験学習と縄文の森
広場の各種縄文体験による学習を行う。【7月以降の受入
れに変更】

ⅱ）職場体験活動
　市内中学校からの要請に応じて，通年で職場体験活動を
受け入れる。
　【7月以降の受入れに変更】

ⅲ）博物館実務実習
　学芸員資格取得を目指す大学生（定員12人）を受け入れ，
実習を行う。
　期日：9月9日（水）～ 9月13日（日）

ⅳ）教職員利用研修
　市内小・中学校の教職員を対象として，当館の展示と学
習活動を紹介し，学校教育との連携のあり方を検討する。
　日時：8月7日（金）　14：00 ～ 16：00
　　　　【9月25日（金）に変更】

ᶄ࠲ߨֶݹߟ
　先史時代に関する考古学・環境などのテーマを設定し， 
専門家による講座を2回実施する（縄文の森広場との連携
事業）。【ະ定】
　第1回考古学講座「旧石器時代の人類Ҡ動（仮）」
　　講師：ະ定
　　日時：11月21日（土）　13：30 ～ 15：00
　　会場：研修室
　第2回考古学講座「日本の旧石器文化（仮）」
　　講師：ະ定
　　日時：1月30日（土）　13：30 ～ 15：00
　　会場：研修室

ᶅ富沢θミ
　富沢遺跡から明らかになった富沢地区の多様な歴史の一
を紹介する講座。講師には，聴講者からの࣭に随時答
えていただく形で実施する。
　第1回「遺跡さんΆ―長町ք۾（仮）」
　　講師：ະ定
　　日時：6月26日（金）　15：00 ～ 16：30
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　　　　　【12月18日（金）に変更予定】
　　会場：研修室
第2回「富沢遺跡を復元する（仮）」
　　講師：ະ定
　　日時：令和3年2月19日（金）　15：00 ～ 16：30
　　会場：研修室

ᶆͨの͍͠地底の森ࣨڭ
　富沢遺跡に関連するテーマを担当職員が設定し，体験型
活動を実施する。多ੈ代の来館者が楽しめる内容となるよ
う工して行う。特に，春のゴールデンウィーク期間，秋
休み期間には主に小中学生を対象とした，石器づくり・編
布アクセサリーづくり・「ණ河期の森」の植物を利用したオ
リジナルグッズづくりなどのメニューを日ସわりで実施す
る（内容によっては事前申込制）。
　期日：土・日・祝を中心に毎月1 ～ 2回程度
　　　　13：30 ～ 14：30 【7月12日（日）より開始】

ᶇ地底の森ϑΣελ����
　一般市民を対象として館西側のࣳ生広場を会場に「やり
投げ」・「石器づくり」・「編布服試着・小物づくり」などの体
験活動や，石ৠし料理・複製土器でࣽ込んだ地底の森スー
プ・古代ถおに͗りなどの試食を行う（縄文の森広場との
連携事業）。
　日時：10月12日（月）　10：00 ～ 15：00
　　　　【内容を見直し，10月10・11・18・25日に変更】

ᶈମݧίーφーʮੴثΛ͔ͭͬͯΈΑ͏ʯ
　学芸員やボランティアが製作した石器を使用して，型紙
を切る体験を実施する。
　期日：日曜日・祝日（館事業により休止する場合もある）
　　　　【4月以降，休止中】

ᶉ市ຽ文Խڀݚࡒһのҭ
　公募した市民（定員10人）が，1年間にわたりि1回当館
にて考古学や遺跡に関する学習活動を行う。館職員は，講
義や遺跡見学会などの支援を行う。研究員は，それͧれの
テーマに基づき自主学習を行い，その成果を活動報告にま
とめる。 【6月3日（水）より開始】

ᶊϘϥϯςΟアҭ
　市民文化財研究員を修了した希望者及び一般市民から募
集し，展示解説や館行事の準備や補助などを行っていただ
くボランティアスタッフを養成する。さらにすでにボラン
ティアొ録している現ボランティアのスキルアップ研修も

実施する（縄文の森広場との連携事業）。【5月までは月例
会中止。来館者との接触を伴う活動は休止中】

ⅰ）新規ボランティア養成講座
　オリエンテーション：4月11日（土）
　【6月20日（土）に変更】
　第1回：4月18日（土）【6月20日（土）に変更】
　第2回：4月25日（土） 【7月26日（日）に変更】
　第3回：5月16日（土） 【8月2日（日）に変更】
　第4回：5月23日（土） 【中止】
　第5回：6月20日（土） 【中止】
　第6回：7月5日（日）　【中止】

ⅱ）ボランティア育成講座
　第1回「調査研究状況～フィールドワークから～（仮）」
　　講師：ະ定
　　日時：12月6日（日）　13：30 ～ 15：00
　第2回「考古学の最新研究（仮）」
　　講師：ະ定
　　日時：2月7日（日）　13：30 ～ 15：00

ⅲ）ボランティア遺跡見学会（縄文の森広場との合同見学
会）
　日時：11月8日（日）　8：30 ～ 17：00【中止】

ⅳ）ボランティア実技研修「土器焼き」
　日時：6月7日（日）　10：00 ～ 14：00【ະ定】

ᶋ地Ҭେֶͱの࿈ܞ
　地域の行事には積極的に参加・協働し，周辺の学校や社
会教育施設，ฒびに地域住民とともに地域文化の中֩とな
る博物館をめざす。また市内大学と連携し，学生サポーター
との協働も進めていく。
ⅰ）太白区民まつりへの参画　10月【中止】
ⅱ）地域・近隣学校等との運営懇談会開催【ະ定】
ⅲ）体験学習事業での学生ボランティアとの協働

ᶌΠϯλーωοτ͓Αͼ SNS ʹΑΔ報ൃ৴
　企画展の開催や体験活動などの情報を広く一般の方々に
提供するため，ホームページを開設し，常時更新しながら
情報発信する。またフェイスブックでの情報公開も行う。

ᶍஂۀࣄのࣗओۀࣄ
ⅰ）歴史的生活体験教室「親子でつくろう古代ถ」
　近隣小学校3年生以上とその保護者20組を募集し，古
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代ถの栽培・収֭を通して業の歴史を実体験して感じて
もらう事業として5回の講座を実施する。関連イベントと
して，12月19日（土），入館者を対象に「古代ถのҴわら
でਖ਼月飾りつくり」を実施する。
　第1回　5月9日（土）：オリエンテーション・田植え
　　　　　【中止】
　第2回　 6月13日（土）：土器づくり【石包ஸづくりに変

更】
　第3回　 7月18日（土）：石Ṱஸづくり【土器づくりに変

更】
　第4回　9月19日（土）：Ҵמり
　第5回　9月26日（土）：土器焼き
　第6回　11月3日（火・祝）：収֭祭

ⅱ）歴史・芸術༥合事業
　「ミュージアム・シアター “ ङ人ొ場！ ”」
　市内を中心に演劇などの表現で活動している劇団「短ڑ
உ道ミサイル」の劇団員が旧石器時代のङ人にกし，館
内外にてङ人出現とパフΥーマンスを行う。
　開催期間：7月～ 3月　25回程度

ⅲ）地域交流促進事業
　地域のイベントとしての定着と，地域の方々が参加しや
すい形で，野外展示「ණ河期の森」のՁを高めることを目
的として実施する。
　日程：7月・1月 【10月24日に変更】

ⅳ）映像・記録発信事業
　野外展示「ණ河期の森」の風景を中心に市民にࡱ影・提供
してもらった画像から動画を制作し，当館のイベントや
:ouTube で公開する。
　日程：10月～ 3月

（3）調査・研究事業
ᶃௐࠪڀݚ報ࠂॻのߦץ
　館職員・ボランティアなどによる考古学に関する調査研
究活動及び研修活動の成果などを縄文の森広場と合同で

「調査研究報告書」として刊行する。

ᶄ遺ߏの֤छੳௐࠪ
　地下の遺構面の維持・管理のため，専門家の指導・助言
をきながら，適ਖ਼な保存・管理を行うために遺跡保存ॲ
理検討会を2回実施する。また，遺跡の状態をѲするた
めの各種分析調査を実施する。

保存ॲ理検討会　第1回：10月1日・第2回：2月予定

ᶅ֎ల ʮࣔණՏظの森ʯ২ੜݕ౼ձ・২ੜ؍ܠௐࠪ
　野外展示「ණ河期の森」の植栽の維持管理のため，植生検
討会2回と植生調査を実施し，ණ河期の森の維持について
専門家の指導を受け，補植などを実施する。また，植生検
討会は縄文の森広場と連携して実施し，植物の構成樹種の
相違を活かした2つの異なる森づくりとその利活用を行
う。
　第1回植生検討会：
　　 地底の森ミュージアム・縄文の森広場
　　5月【中止】
　第2回植生検討会：
　　 地底の森ミュージアム・縄文の森広場　11月予定
　　植生調査・景観調査　6 ～ 12月【10月～に変更】

ᶆৗઃలࣔのݟ͠ʹؔ͢Δࢦಋ・ॿݴ
　開館から20年を経աし，常設展の内容が最新の研究成
果にそぐわない，反映していないところが増えてきた。来
館者にਖ਼しい情報をより分かりやすくえる展示内容や方
法を検討するඞ要があるため，有識者を招き指導・助言を
いただく。

（4）ೄจのͱの࿈ܞ事業
・山田上ノ台式縄文乃春　5月9日（土）【中止】
・山田上ノ台式縄文乃夏　8月9日（日）【中止】
・山田上ノ台式縄文乃秋　10月24日（土）【内容変更】
・地底の森フェスタ2020　10月12日（月）
　【内容・日程変更】
・山田上ノ台式縄文乃冬　2月7日（日）

（5）資料の収集・保管
ᶃৗઃలࣔؔ
　仙台市教育委員会で所蔵する常設展示に関する資料を借
用し保管する。

ᶄ保ࢿྉ
　仙台市教育委員会が所蔵する旧石器時代・古時代に関
する資料及び関係機関からの寄ଃ図書，ߪ入図書，企画展
実施のために製作した資料，寄ଃ資料などを収蔵する。
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（6）管理運営
　「仙台市先史遺跡保存活用施設条例」に基づいた「指定管
理者事業計画書」により管理運営を実施する。

（�）刊行物
①ミュージアム通信　年4回
②企画展刊行物（展示図録，ポスター，チラシ）
③年報（縄文の森広場と合本）
④調査研究報告書（縄文の森広場と合本）
⑤リーフレット，パンフレット

�ɽར༻Ҋ
�ɹॴࡏ地
　〒982-0012　宮城県仙台市太白区長町南࢛ஸ目3-1
�ɹి͓ΑͼϑΝΫγミϦ
　TEL 022（246）9153　　FAX 022（246）9158
�ɹ։館ؒ࣌
　午前9時～午後4時45分（入館は午後4時15分まで）
�ɹೖ館ྉ・ڞ௨݊

区　　分 ਓݸ 団ମ ௨ೖ݊ڞ
Ұ　ൠ 460ԁ 360ԁ 490ԁ
ੜߍߴ 230ԁ 180ԁ 280ԁ
খɾதֶੜ 110ԁ 90ԁ 150ԁ

・団体は30人以上，引者は30人につき1人無料
・「 地底の森ミュージアム」「仙台市縄文の森広場」共通入

場݊
�ɹٳ館
　月曜日（休日は開館）
　休日の翌日（休日，土・日曜日にあたる日は開館）
　1月～ 11月の第4木曜日（休日は開館）
　くんৠのため臨時休館（12月24日～ 12月27日）
　年末年始（12月28日～ 1月4日）
�ɹަ௨Ҋ
・地下మ南北線長町南駅より西へ徒歩約5分
・+R 東北本線長町駅より西へ徒歩約20分
・東北自動車道 仙台南インターより東へ約7km

　E-mail:t-Gorest@coral.ocn.ne.jp
　URL:http://www.sendai-c.ed.jp/~bunkazai/~chiteinomori/
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ʦ仙台市縄文の森広場ʧ

�ɽฏ��年・ྩ ݩ年ۀࣄ報ࠂ

（1）展示事業
ᶃɹৗઃలࣔ
○エントランスホール
　当館の概要及び特長を紹介する映像が流れ，当館が完成
するまでの軌跡を円形の壁面パネルにて展示している。壁
面にある展示ケースでは，体験作品の見本やミニ企画展の
拡張展示など，定期的に展示内容を変更している。令和元
年12月1日（日）～令和2年3月1日（日）は，子年にちなん
で子形土製品をプレゼントする企画を行い，さらにその展
示も行った。期間中，プレゼントを受け取られた来館者（期
間内に2回展示室見学・体験した方，もしくは子年生まれ
の方）は合計164人であった。
　展示ケース横では，麻製の服やバンダナなどの装飾品を
来館者が自由に試着できる縄文ファッションコーナーを用
意している。当館ボランティア製作の編布服や複式炉模型
の展示や，オリジナルグッズの販売も行っている。

○ガイダンス展示室
＜体験導入室1＞「展示1　縄文ムラを発掘する」
　山田上ノ台遺跡の発掘調査成果について，各種パネルや
出土資料の展示などをとおして紹介している。床面には竪
穴住居の出土状況写真も展示している。また発掘の原理，
調査の実際などを模型や VTR を使って紹介している。

＜体験導入室2＞「展示2　縄文ムラがよみがえる」
　山田上ノ台の縄文ムラの情景を模型で再現している。
・縄文学ラウンジ
　縄文時代に関連した調べ学習ができるように，パソコン
や関連図書を整備している。加えて縄文時代に食べられて

いたと考えられる木の実や雑穀などの実物も展示，紹介し
ている。

・縄文土器　年表＆パズル
　約12,000年間続いた縄文時代の，時期ごとの土器型式
の違いを，仙台市内の遺跡とともに紹介するパネルと，3
つの代表的な型式をもとに復元した土器の立体パズルを展
示している。
・縄文時代の環境復元
　縄文時代の植物環境についての説明パネルと，花粉が顕
微鏡で実際どのように観察できるのか，モニター展示して
いる。
・土器，石器がおしえてくれること
　土器に残された痕跡から分かること，石器の用途などを
紹介している。

＜体験導入室2＞「展示3　縄文ムラのくらしが見える」
・縄文人のすまいとくらし
　竪穴住居の内部の様子を模型で紹介して，土器や石器な
どの出土品からわかった縄文人の生活を紹介している。

ᶄɹاըలࣔ
　今年度は，春は「仙山交流」をテーマに，縄文時代の人々
の生活などを仙台市内及び周辺の遺跡と山形県内の遺跡を

縄文ムラを発掘する

竪穴住居の模型

縄文学ラウンジ
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交互に紹介し，夏からは「東北の縄文遺跡」をテーマに，写
真パネルや出土した遺物を中心に展示する目的で3回実施
した。

ⅰ）春のコーナー展示
　「仙山交流 in 仙台―下ノ内浦遺跡と出土遺物―」
○会期：平成31年3月15日（金）～ 6月9日（日）
○開催日数及び入館者数：72日間　4,293人
○展示内容：仙台市太白区にある下ノ内浦遺跡に焦点をあ
てて展示を行った。仙台を代表する縄文時代後期の遺跡に
ついて，発掘調査の写真パネルと出土した遺物などを紹介
した。
○展示構成：展示趣旨・遺跡地図及び遺跡紹介文字パネル・
写真パネル，出土した縄文土器，石器など。

ⅱ）夏のコーナー展示
　「東北の縄文遺跡①山形県尾花沢市漆坊遺跡」
○会期：7月13日（土）～ 10月20日（日）
○開催日数及び入館者数：84日間　2,681人
○展示内容：山形県尾花沢市に所在する縄文時代晩期の漆
坊遺跡から発見された縄文土器や石器などに焦点をあてて
展示し，山形県内の縄文遺跡の理解を深めてもらうことを
目的とした。
○展示構成：展示趣旨・遺跡位置図及び遺跡紹介文字パネ
ル，遺跡や遺物の写真パネル紹介，漆坊遺跡出土の遺物な
ど。

ⅲ）冬のコーナー展示
　「東北の縄文遺跡②秋田市上新城中学校遺跡」
○会期：12月1日（日）～ 2月11日（火・祝）
○開催日数及び入館者数：54日間　717人
○展示内容：秋田県秋田市に所在する縄文時代晩期の上新
城中学校遺跡から発見された縄文土器や石器などに焦点を
あてて展示し，柵で囲われた縄文の集落について理解を深

めてもらうことを目的とした。
○展示構成：展示趣旨・遺跡地図及び遺跡紹介文字パネル・
写真パネルなど。

ᶅɹ֎లࣔ
ⅰ　縄文ムラと広場
　野外には，竪穴住居を復元し，その他の遺構を表示して
いる縄文ムラゾーンと，植物栽培などを行う広場ゾーンが
ある。それらの周りにはクリやコナラなどの森を復元し，
縄文時代の環境を含めて，集落を再現している。

・縄文ムラ（野外展示の東半部）
　発掘調査では38棟の竪穴住居跡をはじめ，貯蔵穴，落と
し穴などが多数見つかっており，各遺構は主に見晴らしの
良い台地の縁辺に沿って造られている。野外の東側には同
時期に建っていたことがわかった竪穴住居3棟を復元し，
また周囲には貯蔵穴や落とし穴，ゴミ捨て場などの遺構を
表示し，縄文時代のムラの様子を再現している。
・復元住居について
　3棟の竪穴住居の復元については，いずれもクリ材で骨
組みを造り，土屋根タイプの構造を採用している。その中
の14号住居はガイダンス展示室内にも一部を復元してい
る。14号住居は地面を円形に掘り凹めて平らな床をつく
り，8本の柱を立て，屋根は土で葺いた竪穴住居である。

14号復元住居（左）と9号復元住居（右）

縄文ムラの環境の復元

夏のコーナー展示
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入口にあたる床の南側には，小石で囲まれた土器と大きな
河原石の石組みなどからできた複式炉と呼ばれる大きな炉
がある。
・広場（野外展示の西半部）
　当時の広場と推定される場所を含めて西側一帯は，野外
での縄文体験やイベント，縄文人が育てていた作物の栽培，
体験活動を兼ねた発掘調査などを行う場として利用してい
る。

ⅱ　植生
　野外にはムラや広場とともに，縄文時代の森の様子を推
定復元している。当時の植生についてはこれまでの研究で，
縄文ムラの近くには現在の雑木林に近い落葉広葉樹林の豊
かな森が広がっていたことがわかっている。これらを参考
にして，高木はクリ，クルミ，トチ，コナラなど，低木はタ
ラノキ，ガマズミ，ミズキ，ニワトコなど，草本ではササ，
チガヤ，キキョウなどを植栽している。また，「植生検討会」
での指導・助言を受けて，森の維持管理・充実を図っている。

ⅲ　縄文畑
　野外広場の北西部には，縄文時代に栽培されていた可能
性がある作物や有用植物の見本畑がある。現在はヒエ・ア
ワ・キビの雑穀やエゴマ・ツルマメ・ヤブツルアズキの他に，

アケビ，ヤマブドウ，カラムシなどを育てている。

（2）普及啓発事業
ᶃɹՆٳΈࢠͲࣨڭֶݹߟ
　小学生と保護者がさまざまな縄文時代の体験活動を実施
しながら縄文時代に関する理解を深め，縄文人の生活の様
子や知識を学ぶ機会とすることを目的に実施した。火おこ
し・木の実のすり潰し体験・縄文風クッキーづくりなど親
子で楽しめるメニューの体験活動を行った。
〇8月18日（日）　10：00 ～ 14：00
　参加者：15組42人

ᶄɹٳظՋಛผΠϕϯτ
　より多くの市民に当館に興味関心を持っていただくこと
を目的とし，市内小中学校の長期休暇期間にあわせて，普
段とは異なる体験活動メニューを無料で実施した。
○夏休み特別イベント
　8月4日（日）
　参加者：延べ97人
　グリーンタフでアクセサリーづくり
○秋休み特別イベント
　10月12日（土）

夏休み子ども考古学教室

蔓植物栽培棚

縄文畑

植生の復元
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　※台風19号の影響により中止
○冬休み特別イベント
　1月5日（日）
　参加者：延べ101人
　モミジの草木染めコースターづくり
○春休み特別イベント
　3月29日（日）
　※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により中止

ᶅɹൃ۷ମࣨڭݧ
　縄文人が生活していた時代の土に触れ，遺構や遺物を発
見するなどの発掘体験を通して，歴史や当時の生活に興味
を持ってもらうことをねらいとした。昨年度に引き続き，
遺物包含層を調査対象として仙台市教育委員会文化財課が
調査を実施した。期間中の10月16日（水）・20日（日）に
小学5年生以上を対象として実施した。
講師…文化財課職員・当館職員
時間…10：00 ～ 12：00
○10月16日（水）　参加者：9人
○10月20日（日）　※大雨の影響により中止

ᶆɹൃ۷ࢿྉཧମࣨڭݧ
　山田上ノ台遺跡の発掘調査で出土した土器や石器などの
遺物に触れ，歴史を身近に感じてもらうねらいで実施した。
実際の整理作業と同じような洗浄や拓本取りの作業体験が
主な内容であった。
講師…当館職員
○12月1日（日）　10：00 ～ 14：00
　参加者：4人

ᶇɹ縄文のܙͱٕΛֶͿ
　本事業は，縄文時代の人々の生活の技術や知恵を学ぶた
めに大人も対象としてモノづくりを行った。
〇縄文人の道具箱－石器編
　黒曜石を利用して石器づくりを行った。
　日時：9月8日（日）　10：00 ～ 15：00
　参加者：10人
○ How　to　火起し
　様々な火起しの方法について，実際に体験しながら学習
する予定であったが，参加者はなかった。
・日時：11月10日（日）　10：00 ～ 12：00

縄文の知恵と技を学ぶ

発掘資料整理体験教室

発掘体験教室

長期休暇特別イベント
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ᶈɹिମ࠲ߨݧ
　火おこしや石器などによる調理体験を主体に竪穴住居周
辺や工房を主会場とした「縄文生活体験」のほか，季節感を
活かしたさまざまな縄文体験を実施した。各回定員を一般
20人とし，事前申込み制で行った。今年度は6回を計画し，
5回の実施となった。
　参加者アンケートによる満足度はどの回も高く，縄文時
代に興味関心を持ってくれている様子がうかがえた。
○6月16日（日）　16：00 ～ 19：30
　「縄文生活体験」　参加者：18人
○7月21日（日）　16：00 ～ 19：30
　「縄文生活体験」　参加者：13人
○9月14日（土）　15：00 ～ 18：30
　『縄文生活体験』　参加者：12人
○11月17日（日）　10：00 ～ 14：00
　「干支の土製品づくり」　参加者：32人
○1月26日（日）　10：00 ～ 14：00
　「おもしろ縄文体験　縄文クッキーに挑戦！」
　参加者：15人
○3月8日（日）　10：00 ～ 12：00
　 「ただの石？石器？どうやってみわけるの？　～考古学

者のお仕事体験～」
　※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により中止

ᶉɹ縄文࠲ߨ
　多様な視点から，縄文時代についての理解を深めること
を目的とした講座で3回実施した。
○ 第1回：「鳥海山麓に営まれた低湿地遺跡－山形県遊佐

町小山崎遺跡－」
・日時：12月8日（日）　13：30 ～ 15：00
・参加者：51人
・講師：渋谷咲智氏（遊佐町教育委員会）
○ 第2回：「柵に囲まれた縄文集落を掘る－秋田市上新城

中学校遺跡－」
・日時：1月19日（日）　13：30 ～ 15：00
・参加者：74人
・講師： 根岸洋氏（国際教養大学）
○第3回：「最新技術が解き明かす縄文漆工の技」
・日時：2月16日（日）　13：30 ～ 15：00
・参加者：54人
・講師：片岡太郎氏（弘前大学）

ᶊɹ縄文·ͭΓ
　本事業では季節ごとに特色ある縄文まつりを開催した。
特別体験，ゲーム，縄文食試食などの様々な体験活動を中
心として実施した。コンサートタイムでは，市民サークル
やプロの音楽家らに演奏を披露していただいた。
○縄文春まつり
・日時：5月11日（土）　10：00 ～ 15：00
・参加者：337人
・ 内容：土器の野焼き，弓矢体験，縄文ファッション，よ

りよりストラップ，縄文風ドリンク，クイズラリー，七ヶ
浜町歴史資料館コーナー，「ソニド デル ビエント」によ
る演奏など。

第 2 回縄文講座

縄文クッキーに挑戦！

縄文生活体験
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○縄文夏まつり
・日時：7月15日（月・祝）　10：00 ～ 15：00
・参加者：386人
・ 内容：カラムシの糸づくり，縄文クイズラリー，縄文

ファッション，縄文風ドリンク，地底の森ミュージアム
コーナー，「オカリナ縄文会」による演奏など。

○縄文秋まつり
・日時：10月12日（土）　10：00 ～ 15：00
※台風の影響で中止

○縄文冬まつり
・日時：2月9日（日）　10：00 ～ 15：00
・参加者：518人
・ 内容：石器づくり見学，ワラダ投げコーナー，縄文スー

プの試食，ぬり絵・紙工作，地底の森ミュージアムコー
ナー，「和太鼓飛竜の会」・「オカリナ縄文会」・「高橋泉と
縄文ジャズオーケストラ」による演奏など。

ᶋɹ縄文の·ͭΓ෮ݩͱϓϩジΣΫτ
　事業団の自主事業で，市民と協働で縄文時代のまつりを
復元・創造するプロジェクト。楽器製作などの活動を6月
8日（土）～ 10月17日（木）にかけて5回行い，延べ65人
が参加した。その成果の報告として10月19日（土）に縄
文の森広場を会場として「縄文人の記憶の宴」を実施した。
〇縄文人の記憶の宴
ⅰ）山田上ノ台遺跡の発掘調査見学会
　縄文時代の生活やまつりの様子について理解を深めても
らうために，山田上ノ台発掘調査現場の見学を行う。
・ 日時：10月19日（土）　15：00 ～ 16：00（天候不良のた

め中止）
ⅱ）「縄文人の記憶の宴」
　本編は，縄文時代のまつりを，市民や音楽家，劇団員な
どと協働して企画・運営を行い，「火起こし」・「縄文風の演

高橋泉と縄文ジャズオーケストラ

和太鼓飛竜の会

オカリナ縄文会

ソニド デル ビエント

七ヶ浜町歴史資料館コーナー
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奏」・「祀りの儀式」・草舟を燃やし「炎の儀式」・「舞の儀式」
を実施した。
・日時：10月19日（土）　16：00 ～ 18：00
・参加者：98人

ᶌɹֶߍ・地Ҭ࿈ܞଅਐۀࣄ
　事業団の自主事業。山田上ノ台遺跡や縄文文化とは何で
あるのかを地域の人々に知っていただく機会を設け，近隣
の小中学校や地域の市民センター・児童館との結びつきを
深めることで，縄文の森広場がより地域に根差した施設と
なることを目的とする事業である。
ⅰ）「ドキ土器チョコレイト」
　山田上ノ台遺跡出土土器の特徴を知ってもらうため，ミ
ニチュアサイズのシリコン型にチョコレートを流しこん
で，土器チョコをつくるイベントを実施した。
・日時：2月11日（火・祝）
　10：00 ～ 12：30，13：00 ～ 15：00
・参加者：7組15人
・日時：3月14日（土）
　10：00 ～ 12：30，13：00 ～ 15：00
※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により中止

ⅱ） 「土器を食べちゃえ！～土器片形クッキー “ ドッキー ”
土偶形クッキー “ ドグッキ―” をつくろう～」

　山田上ノ台遺跡出土土器の特徴を知ってもらい，土器片
そっくりのクッキー「ドッキー」づくりに加え，今年度は，
あらたに土偶形そっくりのクッキー「ドグッキ―」づくり
を通じて，山田上ノ台遺跡及び縄文文化について学ぶイベ
ントを外部講師を招いて実施した。
・日時：2月22日（土）　9：30 ～ 12：00
・参加者：15人
・講師：下島綾美氏（お菓子作り考古学者ヤミラ）
・対象：上野山児童館利用小学生の親子

ᶍɹ ֎ల ʮࣔ縄文の森ʯのଟత׆༻ʮ森ͰΈ͚ͭΔ
ʮ͡ΐ͏Μʯʯ

　縄文時代の植生を復元した野外展示を，地域住民や学校
と共につくりあげることを目的とした事業で，近隣の太白
小学校1年生を対象として，太白山自然観察の森でクリや
クヌギなどの種を採取し，植え付けを行った。
第1回
　・日時：10月4日（金）　9：30 ～ 11：30
　・対象：太白小学校1年生
　・会場：仙台市太白山自然観察の森
　・参加者：28名
第2回
　・日時：3月6日（金）　10：50 ～ 11：35
　・対象：太白小学校1年生
　・会場：太白小学校
　※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により中止

ドッキー , ドグッキ―づくり

ドキ土器チョコレイトづくり

縄文人の記憶の宴
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ᶎɹ�館࿈ۀࣄܞ
　平成26年度から縄文の森広場・山田市民センター・上野
山児童館の3館が共催している事業である。縄文時代の生
活体験を通して，山田上ノ台遺跡周辺の自然と歴史に親し
みながら，学区を超えた子供同士の交流を図り，地域活動
をしていくことを目的としている。
　令和元年度は，山田市民センターとの合同企画事業とし，
地域で子育てを支える環境づくりの一助となるべく，小学
生が夏休みに地域の大人や高齢者に見守られて色々な活動
にチャレンジしながら学ぶ「サマースクール山田」の一環
として「縄文スープを作ろう」を実施した。
・日時：7月24日（水）　10：00 ～ 12：30
・参加者：小学生18人
・会場：縄文の森広場

ᶏɹӡӦ࠙ஊձ
　当館の活動を紹介し，地域の町内会や小・中学校，市民
センターなどの方々の意見をいただき，事業に反映させる
ために運営懇談会を2回開催した。
　第1回　7月26日（金）　19人出席
　第2回　2月14日（金）　16人出席

（3）体験活動事業
ᶃɹ֤छମ׆ݧಈ
ⅰ）随時体験
　当施設の特色の一つが，来館者が予約なしでいつでもメ
ニューを選んで実施できる随時体験である。体験は一部の
体験メニューを除き，室内の体験活動室で行っている。今
年度は昨年度に引き続き全18種類の体験メニューを用意
した。
　体験内容は，土器づくり（特大・大・小），土偶づくり（大・
小），手形・足形づくり，土笛づくり，土面づくり，勾玉づ
くり，石のアクセサリーづくり，シカの角・サメの歯のア
クセサリーづくり，編布コースター・マットづくり，釣針
づくり，火おこし体験，石器づくり（5年生以上対象）など
である。勾玉づくりや石のアクセサリーづくり，粘土に関
する体験の人気が高い。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，2月29日よ
り随時体験を休止した。

ⅱ）団体の予約体験
　平成31年度・令和元年度は122組の団体が見学・体験
を行い，延べ人数は4,533人である。団体の内訳は市内の
小学校を中心に，県外の小・中学校や子供会，デイサービ
スセンターなどである。体験活動は勾玉づくりや石のアク
セサリーづくり，粘土に関する体験の人気が変わらず高い。
中学校の自主研修や県外の修学旅行での利用も多い。

随時体験

縄文スープを作ろう

森でみつける「じょうもん」
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ⅲ）出前講座
　小学校・市民センターなどの依頼で，職員が希望の場所
へ出向いて体験活動を行った。今年度は市内外の小学校や
市民センターなど11団体に対応した。

ⅳ）国際交流
　東アジア考古学研究所（大韓民国）より招聘を受け，大韓
民国の京畿道漣川郡全谷里で5月2日～ 6日に行われた「第
27回漣川旧石器祭（教育博覧会・国際ワークショップ）」に
地底の森ミュージアム職員と共に参加した。

ᶄɹֶڭߍҭͱの࿈ܞ
ⅰ）小・中学生の利用
　学校の授業の一環として，地底の森ミュージアム及び当
館が交通費（バス代）を負担し，体験活動と展示見学を組み
合わせた学習活動を行う利用学習事業には，市内28の小
学校1,950人の参加があった。開館以来継続して実施して
きた利用学習事業が徐々に周知され，さらに平成23年度
より新学習指導要領を意識した学校側の授業形態の変化が
理由と考えられる。本事業の詳細は当館ホームページ上に
て公開している「利用学習実践報告」を参照されたい。
　そのほか，社会科や総合的な学習の時間，社会見学など
様々な目的で，市内及び県内の学校利用が多数みられた。
最近は自主研修（班別）で，福島の小中学校の利用が目立つ。
修学旅行では秋田・岩手・山形県の小・中学校の利用が増
えてきた。勾玉づくりなどの縄文体験を中心とした利用が
目立っており，体験活動を重視する当館らしい利用法が選
ばれている。

ⅱ）博物館実務実習
　大学で行われている博物館学の講義の一環として，学芸
員資格取得のための実習を10月11日（金）～ 15日（火）に
行った。館運営に関する講座のほか，縄文秋まつりの準備，
発掘体験教室の準備と実施，体験活動の指導法などの実習
を行った。
　参加者：東北学院大学　学生1人

ⅲ）教職員機関研修
　学校教育との連携をはかる事業の一環として，市内小中
学校教職員を対象に参加者を募集し，8月2日（金）に教職
員利用研修会及び機関研修を行い，当館の概要説明や体験
活動の周知を図った。
　参加者：市内小学校教員　1人

利用学習

漣川旧石器祭

出前講座

校外学習
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ⅳ）職場体験活動
　5，8，11月に市内中学校5校から職場体験の申し込みが
あり，対応した。当館の勤務内容を体験するとともに，事
業内容などについても説明を行った。これまで来館者の立
場で当館を利用した生徒もおり，職員にとっても来館者の
生の声を聴くことのできる貴重な機会となった。
　参加： 長町中学校3人，八木山中学校4人，柳生中学校3

人，人来田中学校4人，山田中学校3人

（4）ボランティア活動事業
ᶃɹϘϥϯςΟアҭ࠲ߨ
　ボランティア育成講座新規応募者1人および修了者（ボ
ランティア）63人を対象に計6回の講座を開催した。内容
はボランティア活動の内容，体験活動の技術研修，類似す
る他施設等の視察などである。類似施設の視察研修につい
ては，地底の森ミュージアムと連携して行い，両館のボラ
ンティアが交流する機会とした。
　第1回4月7日（日）　10：00 ～ 12：00〔参加者：1人〕
　　オリエンテーション・施設見学・火起し
　　講師：館職員
　第2回4月21日（日）　10：00 ～ 15：00〔参加者：5人〕
　　土器・土製品づくり　講師：館職員
　第3回5月11日（土）　9：00 ～ 15：00〔参加者：1人〕
　　野焼き　　講師：館職員
　第4回6月2日（日）　10：00 ～ 12：00〔参加者：2人〕
　　各種アクセサリーづくり　講師：館職員
　第5回6月23日（日）　13：00 ～ 16：00〔参加者：1人〕
　　修了式・ボランティア活動の実際・定例会
　　講師：ボランティアスタッフ・館職員
　第6回10月9日（水）　8：00 ～ 17：00
　　〔参加者：両館合計23人〕
　　 発掘調査の視察研修（南相馬市方面）
　さらに，11月24日（日）10：00 ～ 14：00尾関清子先生（東
海学園女子短期大学名誉教授）を講師に，「編布」をテーマ
としたボランティア育成講座を行い，14人が参加した。

ᶄɹϘϥϯςΟアձͱの࿈ܞ
　仙台市縄文の森広場ボランティア会は，当館の運営をあ
らゆる面で支えるボランティアスタッフが運営する組織で
ある。平成18年5月28日に設立され，今年度は64人が会
員となった。
　館と会との連絡・調整は，毎月第4日曜日の定例会を中
心に行っている。ここでは，館から翌月の事業に対する協
力要請を説明したり協議したりしながら，サポート体制の
構築をはかっている。
　活動内容としては，各種体験活動における補助のほか，
館外でおこなわれるワークショップにも積極的に参加して
いただいている。また，ミュージアムグッズの製作もおこ
なっている。ボランティアによる手作りの「勾玉」・「編布」・

「土製品」はいずれも好評を得ており，修学旅行の子どもた
ちや家族づれに特に人気が高い。また，新たに「石器スト
ラップ」が加わった。
　以上のような，多岐にわたるボランティア会のさまざま
な活動は，当館をより魅力的なものとするうえで非常に重
要な役割を担っている。館とボランティア会との連携を，
今後より多方面に展開し，強化していきたい。

編布講座

視察研修
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（5）調査・研究事業
ᶃɹମݧϓϩάϥムの։ൃ
　体験施設である当館にとって，新規体験プログラムの開
発は来館者に飽きを感じさせないための重要な用件であ
る。既存体験メニューの見直し，体験内容と縄文文化をよ
り分かりやすく紹介する方法，および新規プログラムの開
発に取り組んだ。

ᶄɹ෮ډॅݩのҡ࣋ཧ
　当館の野外広場にて復元・公開している土屋根式竪穴住
居を，より良好な状態で維持管理する方法について検討を
行った。

ᶅɹϘϥϯςΟアελοϑͱのڞಉௐࠪ
　縄文時代および当館の管理運営に関わる様々な内容につ
いて，ボランティアスタッフと共同で調査活動を行った。

ᶆɹௐࠪڀݚ報ࠂॻ
　仙台市富沢遺跡保存館と合本で，『地底の森ミュージア
ム・縄文の森広場研究報告2019』を発刊した。「仙台市川
前遺跡の出土圧痕レプリカ法の調査成果－仙台平野におけ
る縄文晩期中葉の植物利用の解明にむけて－」「小規模博
物館の職員として ICOM 京都大会に参加して」の2本の報
告のほか，地底の森ミュージアムからも2本の報告が行わ
れている。
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�ɽར༻ঢ়گ
　平成31年度・令和元年度の開館日数は295日で，その
間の全利用者数は25,462人であった。前年度の30,907
人に比較すると，5,445人減となっている。
　体験活動者数は11,201人（団体の複数体験者も含む）で，
全利用者数の44％を占めており，例年とほぼ同様の傾向

であった。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，2
月29日より随時体験を休止した。体験活動内容では勾玉
づくりが全体の37.1％を占めて最も多く，続いて石のアク
セサリーづくり21.7％，ミニ土器・土偶づくり14.8％と続
く。
　なお，平成18年7月15日の開館から令和2年3月31日
までの入館者の累計は423,585人である。
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�ɽೖ館ऀアϯέーτ
　開館直後より1階の体験工房（冬期は体験活動室）と2階
の展望休憩室の2箇所に，今後のより望ましい運営のあり
方を探るために入館者アンケート用紙を設置しており，総
数132人の方に回答をいただいた。約8割は小学生であり，

その他の大人の方々も含めて，貴重なご意見やご提案を多
数お寄せいただいた。その中には，2階の展望休憩室に設
けた「お答えしますコーナー」で回答し，館運営にすぐ取り
入れさせていただいたものもある。その他のご意見も今後
の改善にできるだけ反映させていきたいと考えている。
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�ɽྩ�年ܭۀࣄը
　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として，令和2
年4月11日（土）～ 5月17日（日）が臨時休館となったため，
計画していた事業の内容及び日程等を変更した。また，5
月19日（火）の再開館以降の事業についても内容・日程等
を変更したものが多く，現時点での変更内容は【　】内に
示した。

ຊํج
　仙台市先史遺跡保存活用施設条例及び指定管理事業計画

に基づき，「人間と環境を考えるランドマーク」として地底
の森ミュージアムと相互補完し合いながら，山田上ノ台遺
跡の保存と公開及び縄文時代の資料の保存・調査・活用を
行う。また様々な展示・体験・講座等を通して「歴史」に学
ぶ活動を展開する。併せて当館の特色として調査・研究活
動の成果を基にした「自然と共生した縄文人の知恵」を体
験活動などに展開し，芸術分野や他分野との積極的な交流
を推し進めながら，各年代層に応じた豊かな「学び」の機会
を提供する施設を目指す。

7�
7�

30�

5�
51�

͡Ίͯ
2�5ճ
6��ճ
10ճҎ্
ແճ

དྷ館ճ

36�

20�5�
2�

2�

��

10�

17�

ଠന۠
੨༿۠
۠ٶ
एྛ۠
ઘ۠
ݝ
֎ݝ
ແճ

ॅ·͍

དྷ館తʢෳճʣ
1�

ຬ
ͲͪΒͱ
͍͑ͳ͍
ෆຬ
ແճ

1�
4�

�4�

のຬֶݟ

ຬ
ͲͪΒͱ
͍͑ͳ͍
ෆຬ
ແճ

2�
0� ��

���

ମݧのຬ

（人）

0

10

20

30

40

50

60

無
回
答

当
館
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

家
族
・
知
人

学
校

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

新
聞

市
政
だ
よ
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

51

1020

12

2

22

35

7

（人）

0
10
20
30
40
50
60
70
�0

無
回
答

ͦ
ͷ
ଞ

学
校

֤
छ
ஂ
ମ
Ͱ
ͷ

ݟ
学
・
ମ
ݧ

イ
ϕ
ン
ト
ࢀ
Ճ

ల
ࣔ
ݟ
学

ମ
ݧ
׆
ಈ

31

032

35

73

ԿͰͬͨ ʢ͔ෳճʣ

2020年報03⦖ᩥ_4C_[32-48].indd   43 2020/10/28   14:12:0�



仙台市ೄ文の

―　　―44

（1）展示事業
ᶃɹίーφーలࣔ
　コーナー展示3回を実施する。
・春のコーナー展示
　「東北の縄文遺跡③－岩手県山田町浜川目沢田Ⅰ遺跡－」
　3月14日（土）～ 6月7日（日）【10月18日まで会期延長】
・夏のコーナー展示「東北の縄文遺跡④」（仮称）
　7月18日（土）～ 10月18日（日）【中止】
・冬のコーナー展示「東北の縄文遺跡⑤」（仮称）
　12月1日（火）～ 2月11日（木・祝）
　【④石巻市中沢遺跡に変更】
・ 春のコーナー展示「東北の縄文遺跡⑥」（仮称）
　3月13日（土）～ 6月6日（日）【⑤に変更】
ᶄɹ֎ల ʮࣔ縄文の森広場ʯ২ੜݕ౼ձ
　第1回植生検討会：縄文の森広場・地底の森ミュージア
ム　6月上旬予定【中止】
　第2回植生検討会：縄文の森広場・地底の森ミュージア
ム　11月上旬予定

（2）普及啓発事業
ᶃɹϘϥϯςΟアҭ࠲ߨ
　新規のボランティア15名を募集し，来館者や参加者に
より分かりやすい説明や体験活動の補助を行うための研修
事業。現ボランティアのスキルアップ研修も兼ねる。
・第1回講座：開講式など
　4月12日（日）　10:00 ～ 12:00【7月4日（土）に変更】
・第2回講座：土器・土製品づくり
　4月26日（日）　10:00 ～ 15:00【7月18日（土）に変更】
・第3回講座：野焼き・火起こし
　5月9日（土）　10:00 ～ 15:00【10月18日（日）に変更】
・第4回講座：勾玉・アクセサリーづくり
　6月7日（日）　10:00 ～ 15:00【8月9日（日）に変更】
・第5回講座：修了式・「ボランティア活動の実際」
　6月28日（日）　11:00 ～ 16:00【8月23日（日）に変更】
・第6回講座：類似施設の視察
　10月7日（水）　8:30 ～ 17:00【中止】
ᶄɹ縄文࠲ߨ
　縄文時代研究に関する講演会を実施し，最新の研究状況
を取り上げる。
・第1回講座「縄文最新研究　最前線①」
　12月13日（日）　13：30 ～ 15：00
・第2回講座「縄文最新研究　最前線②」
　1月17日（日）　13：30 ～ 15：00

・第3回講座「縄文最新研究　最前線③」
　2月21（日）　13：30 ～ 15：00
ᶅɹ縄文·ͭΓʢίϯαーτؚΉʣ
　季節ごとに開催する。春・秋には体験や縄文に関係した
ゲームなど実施し，夏・冬には体験や縄文に関係したゲー
ムなどのほか，コンサートも実施する。
・山田上ノ台式縄文乃春
　5月9日（土）　10:00 ～ 15:00【中止】
・山田上ノ台式縄文乃夏
　8月9日（日）　14:00 ～ 18:00【中止】
・山田上ノ台式縄文乃秋
　10月24日（土）　14:00 ～ 16:00
　【内容の見直し】
・山田上ノ台式縄文乃冬
　2月7日（日）　10:00 ～ 15:00
ᶆɹՆٳΈࢠͲࣨڭֶݹߟ
　火おこし，アクセサリーづくりなどの様々な体験を行う。
　日時：8月22日（土）　10:00 ～ 14:00
ᶇɹಛผΠϕϯτ
　縄文時代や歴史に関わる，普段とは異なる体験メニュー
を行うイベントを行う。
　日程： 夏休み（8月2日），秋休み（10月11日），冬休み（12

月26日）， 春休み（3月27日）
ᶈɹिମ࠲ߨݧ
　様々な作品づくりや生活体験などを実施し，縄文人の技
と心を学ぶ。
　日時： 5月31日，6月14日，9月13日，11月15日，1

月24日，3月7日（土又は日／時間は回により異
なる）【9月13日（日）より開始】

ᶉɹൃ۷ௐࠪମࣨڭݧ
　敷地内で行われる発掘調査に参加する体験，出土遺物の
水洗・拓本などの整理作業に参加する体験を行う。
・発掘体験＝10月11日（日）・14日（水）
　10:00 ～ 12:00
・整理体験＝11月29日（日）　10:00 ～ 14:00
ᶊɹ縄文のܙͱٕΛֶͿ
　本格的な縄文作品づくりを体験する教室を行う。
　日時：9月6日（日），11月7日（土）
　各10：00 ～ 15：00
ᶋɹར༻ֶशۀࣄʪ地底の森ミュージアムͱ߹ಉ࣮ͯ͠ࢪʫ
　仙台市内の小学校5・6年生及び中学校1年生を主たる
対象とし，地底の森ミュージアムと当館の見学と各種の縄
文体験による体験学習を行う。
　日程：学校側の希望による（通年）
　【6月30日（火）以降の受入れに変更】
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ᶌɹࢪઃར༻༧
　利用学習事業参加校以外の学校，子ども会，町内会等の
各種団体を対象として展示解説や縄文体験を行う。【4月
以降休止，7月より一部再開】
ᶍɹਵ࣌ମݧ
　来館者に様々な縄文体験メニューを提供する。参加者の
利便性を高め，より多くの市民が気軽に当館を訪れ体験活
動に参加できるよう予約なしで随時受け入れることとす
る。【4月以降休止，10月3日（土）より一部再開】
ᶎɹग़લ࠲ߨ
　学校や市民センターなどからの依頼により，職員が希望
の場所へ出向いて体験活動を行う。【4月以降休止，7月よ
り一部再開】
ᶏɹڭһݚؔػमʪ地底の森ミュージアムͱ߹ಉ࣮ࢪʫ
　学校教育との連携事業を推進するために，仙台市内の教
職員を対象（定員20名）として当館の概要及び体験活動事
業を周知する機会とする。
　日時：8月7日（金）　【9月18日（金）に変更】
ᶐɹ ֎ల ʮࣔ縄文の森ʯのଟత׆༻ʮ森ͰΈ͚ͭΔ

ʰ͡ΐ͏Μ ʯɦ
　野外展示「縄文の森」の利活用の幅を広げるために，地域
の団体や小学校などと連携した事業で専門家の指導を受け
て太白山自然観察の森で生育するクリなどを採取し育てる
事業を行う。
　太白小1年生を対象　10月頃実施予定
ᶑɹത館࣮࣮श
　 学芸員資格取得をめざす大学生を数名受け入れ，実習
を行う。
　日程：10月9日～ 13日（計5日間）
ᶒɹ৬場ମݧ・Πϯλーϯγοϓ
　近隣中学校の要請により，中学2年生を対象とした職場
体験の受入れなどを行う。
　日時：11月～ 12月頃（学校の希望による）
ᶓɹ報ൃ৴
・ホームページの更新
・フェイスブックの更新
・ 館内の情報提供（掲示物：発掘調査情報，他施設イベン

ト情報）
ᶔɹϘϥϯςΟアձͱの࿈ܞ
・ 定例会開催と館運営の協力依頼【5月までは定例会中止。

来館者と接触を伴う活動は休止中】
・自主的な会活動に対する支援
・ミュージアムグッズの共同開発と制作販売の支援
ᶕɹ地Ҭͱ࿈ܞ
　町内会などの地域住民の行事に対しては，共催や後援等

の形で活動の場を提供しながら支援を行う。
ᶖɹӡӦ࠙ஊձ
　7月22日（水）【中止】，2月18日（木）

ᾛɹઐݚम
　2月25日（木）
ᾦɹஂۀࣄのࣗओۀࣄݯࡒ
ⅰ　縄文祭復元事業「縄文まつり復元と創造プロジェクト」
　・草舟づくり　7月の土日に実施予定【中止】
　・縄文人の記憶の宴　10月24日（土）
　【10月22日（木）に変更】
ⅱ　学校・地域連携促進事業「縄文まるかじり」
　・「ドキ土器チョコレイト」づくり　2月上旬予定
　・ 「土器を食べちゃえ！土器片形クッキー “ ドッキー ”

をつくろう」　2月後半予定
ⅲ　縄文の森オリジナルグッズ制作販売
ⅳ　展示手法の開発・導入
　・3次元データ
　・リビング・ヒストリー手法

（3）調査・研究事業
①縄文時代に関する調査研究
②体験活動メニュー，プログラムに関する調査研究
③ 復元住居の経年変化等観察記録・分析にもとづく維持管

理に関する調査研究
④西側広場一帯の整備に向けた調査研究
⑤ボランティアスタッフとの共同調査研究の実施
⑥ 上記の研究成果をまとめた調査報告書を地底の森ミュー

ジアムと合本で刊行
⑦2021年度コーナー展示の資料調査

（4）資料の収集・保管
① 仙台市から借用保管している山田上ノ台遺跡等の縄文時

代を中心とした資料を適切に管理し，各種事業活動に活
かす。

② 事業活動の充実を図るため，縄文時代を中心とした資料，
及び縄文時代に関する文献の収集を行う。

（5）管理運営
　「仙台市先史遺跡保存活用施設条例」に基づいた「指定管
理者事業計画書」により管理運営を実施する。
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（6）刊行物
①ミュージアム通信　　年4回（6月・9月・12月・3月）
②イベント紹介チラシ　年2回（9月・3月）
③年報　10月末刊行【地底の森ミュージアムと合本で】
④ 調査研究報告書　年度末刊行（地底の森ミュージアムと

合本で）
⑤リーフレット，パンフレット，封筒

�ɽར༻Ҋ
˔ॴࡏ地
　〒982-0815　仙台市太白区山田上ノ台町10番1号

˔ి͓ΑͼϑΝΫγミϦ
　TEL　022（307）5665　　FAX　022（743）6771

˔։館ؒ࣌　　午前9時～午後4時45分
　 （体験受付は午前9時～ 11時30分／午後12時30分～

3時，入館は午後4時15分まで）

˔ೖ館ྉ・ڞ௨݊

区　　分 ਓݸ 団ମ ௨ೖ݊ڞ
Ұൠ 200ԁ 160ԁ 490ԁ
ੜߍߴ 150ԁ 120ԁ 280ԁ
খɾதֶੜ 100ԁ 	80ԁ 150ԁ

ɾ団ମ30ਓҎ上ɼҾऀ30ਓʹ͖ͭ1ਓແྉ
ɾʮఈのϛϡʔδΞϜʯʮೄ文のʯڞ௨ೖ݊

館ٳ˔
　月曜日（休日は開館）・休日の翌日（休日，土曜・日曜日に
あたる日は開館）・1月～ 11月の第4木曜日（休日は開館）・
年末年始（12月28日～ 1月4日）

˔ަ௨Ҋ
【バス】
　県庁市役所～仙台駅～長町駅より宮城交通バス「秋保」

「日本平」「茂庭台」「南ニュータウン」行きにて，八木山動
物公園駅バス停より宮城交通バス「日本平」行きにて
　「山田・太白消防署前」停留所下車徒歩5分

【車】
　東北自動車道：仙台南インターから約4㎞
　仙台南部有料道路：山田インターから約1㎞
E-mail：j-hiroba@cap.ocn.ne.jp
URL：http://www.sendai-c.ed.jp/~bunkazai/~jyoumon/
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仙台市富沢遺跡保存館
SENDAI CITY TOMIZAWA SITE MUSEUM

仙台市縄文の森広場
SENDAI CITY JOMON SITE PARK
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